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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

1. 活動概要 
 

1.1 目的 

 

建設コンサルタンツ協会本部では、総務委員会の WG として「業界展望を考える若手技

術者の会（通称：本部若手の会）」を平成27年 4月に設立し、若手技術者が業界の諸問題

や将来像、改善行動について議論を交わし、魅力ある建設コンサルタント業界を実現するた

めに行動することを目的として活動しています。また、平成28年度までに北陸支部（平成

27年 8月）、関東支部（平成27年 12月）、九州支部（平成28年5月）、近畿支部（平

成28年 10月）の若手技術者との交流会を開催しています。 

中国支部においても、魅力ある建設コンサルタント業界を実現するために、若手技術者が

集い、業界の将来像や担い手確保などについて議論する場として、平成28年 11月に「若

手技術者の会」を設立しました。中国支部の会員企業に属する若手技術者のメンバーで、「生

産性向上」、「業界PR」をテーマに活動を進めています。 
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

 

1.2 活動内容 

 

今年度は本部若手の会との交流会を中国支部で開催することが予定されていたため、生産

性向上WG、業界PRWG、合宿WGの3WGにわかれて活動を実施しました。以下に活動

概要を示します。 

平成 28 年 11 月の設立後、定例会議を 9 回実施したほか、本会主催での本部若手の会

との交流を1回、建設技術フォーラムでの業界PR、総務部会が実施しているリクルート活

動への同行等、様々な活動を実施しました。 

 

活動概要（設立（平成28年 11月）～平成30年 1月） 

日程 項目 主な内容 

H28.11.24(木) 第 1回定例会 ・顔合わせ、テーマ出し、役職決定 

H28.12.16(金) 第 2回定例会 ・活動グループ（WG）及びWGリーダー決定 

Ｈ29.1.16(月) 
～2.2(木) 

リクルート活動 ・大学・高専7校訪問 

Ｈ29.1.25(水) 土木学会若手技術者交流会 ・土木学会若手パワーアップ委員会との交流 

Ｈ29.4.3(月) 全国大会打合せ ・全国大会プレゼン打合せ 

Ｈ29.4.7(金) 若手技術者の会全国大会 ・若手技術者の会全国大会（東京）でプレゼン 

H29.4.21(金) 第 3回定例会 ・WG活動内容討議 

H29.6.23(金) 第 4回定例会 

・交流会詳細決定 

・生産性向上アンケート調査結果の紹介 

・リクルート用業界説明資料作成について 

H29.8.2(水) 第 5回定例会 

・交流会現地見学会内容について決定 

・業務効率化表彰に関するアンケートを実施 

・土木学会イベント・パスタブリッジコンテスト

準備 

H29.8.7(月) 土木学会夏休み土木実験教室 

・土木学会中国支部主催のイベントにスタッフと

して参加 

・コンクリートの種類と作り方についての実験（参

加者40名） 

H29.8.23(水) 
パスタブリッジコンテスト 

（於 中電技術コンサルタント） 

・次年度のイベントの予行練習として社員の子供

を対象にパスタブリッジを作成 

H29.9.13(水) 第 6回定例会 
・防災員会青原委員長による出前講座の説明 

・交流会での発表内容確認 

H29.10.17(火) 第 7回定例会 ・交流会、建設技術フォーラム内容確認 

H29.10.27(金) 
～28(土) 

若手技術者交流会 in 中国 

・本部、支部代表者、中国支部公募の計60名で

グループディスカッションを実施 

・8.20広島土砂災害復旧現場を見学 

H29.11.10(金) 
～11(土) 

建設技術フォーラム出展 ・若手技術者の会のブースを出展 

H29.11.28(火) 第 8回定例会 

・HPリニューアル検討委員会よりHP運営方法

等について説明 

・次年度活動内容についてアイデア出し 

H29.12.18(月) 防災教育出前講座（防災委員会） ・三入小学校における防災教育出前講座の補助 

H29.12.21(木) 第 9回定例会 ・今年度活動総括及び次年度活動計画について 

H30.1.23(火)  
～30(火) 

リクルート活動 ・大学・高専7校訪問 
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

2. 活動結果 
 

2.1 生産性向上WG 

 

平成 27 年度の建設コンサルタント職員 1 人当たりの売上高は 1,870 万円で、前年度

(1,910万円)と比べ2.1％減少し、生産性が下がる結果となりました。 

職員数は平成22年度以降増加傾向に転じているものの、平均年齢は45.5 歳となったこ

とで近い将来建設コンサルタントは著しい高齢化業界となることが予想されます。 

これには直近 3年間の離職者の約 50%が 20～30 代で、離職理由として労働時間に関

する不満が多くみられることが一因と推測されます。 

生産性向上 WG では、建設コンサルタント業界が抱える問題点の一つである生産性の低

さにスポットを当て、生産性を向上することで、魅力ある仕事、魅力ある業界を実現しよう

と設立されました。 

 

○活動概要 

 

生産性を上記のように定義すると、生産性を向上するためには 

アウトプット(成果の価値)を上げるか、インプット(コスト)を下げる必要があります。 

(例)アウトプットの向上対策・・・受発注者間の認識のずれ(手戻り)を無くすことや 

人的ミスの防止 

    インプットの低減対策・・・業務の機械化や分業化など、労働資本の最適配分 

 

 

以上を念頭に当WGメンバーで情報収集および検討を行った上で、今年度実施した7回

の定例会に際し、議論を行いました。実施した内容については以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生産性の定義

アウトプット： 成果
インプット： 労働力(人件費、資材費等のコスト)

生産性 ＝
アウトプット
インプット

項目 目的

他業種の事例収集 他業種での成功例を収集し、当業界で模倣出来る事例が無いかひも解く

社内表彰制度の
ヒアリング

社員のモチベーション向上に寄与するような表彰制度について
建設コンサルタンツ協会各社にアンケートを実施

各社独自の取り組み
に関するヒアリング

社員のモチベーション向上や業務の効率化に関する取組について
建設コンサルタンツ協会各社にアンケートを実施

受発注間における

Web会議導入の検討

業務の効率化(移動時間の削減)を目的とし、受発注者間で導入する際の
課題について検討
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■タイムスケジュール 

時刻 内容 担当 備考 

9:00 集合 

 会場設営（養生 床：ブルーシート、机：新聞紙） 

  

 

9:40 リハーサル開始   

11:45 （休憩）   

12:30 グループ①受付開始 

 受付、案内 

  

13:00 実験・グループ① 

①あいさつ                      5 分 

②コンクリートとは ppt 説明    10分 

③実験の説明           5 分 

④実験             60分 

  ・水中コンクリート 比較実験 15分 

  ・計量・ねりまぜ ２種類   40 分 

 ⑤まとめ・アンケート・レポート 10分 

 

來山 

平井 

平井 

20名 

14:30 グループ②受付開始 

 受付、案内 

  

15:00 実験・グループ② 

①あいさつ                      5 分 

②コンクリートとは ppt 説明    10分 

③実験の説明           5 分 

④実験             60分 

  ・水中コンクリート 比較実験 15分 

  ・計量・ねりまぜ ２種類   40 分 

 ⑤まとめ・アンケート・レポート 10分 

 

來山 

平井 

平井 

20名 

 

15:30 片付け・反省会   

 

 

【気づき、反省等】 

・コンクリートに関する実験は、材料等の準備物が多い。また、取扱いについても注意す

る必要があるため、実施できる会場が限られる。 

・会場に入れる人数が限られるため、親が入室できない。結果として、子供2～3名に対

して1名のスタッフが必要となる。 

・砂等が目に入らないよう安全対策が必要となる。ゴーグルや手袋等を配布したが、作業

性が悪い等、ネックになっている。 

・年齢によって進捗が大きく異なる。対象をある程度しぼったクラス分けとした方がイベ

ントの運営が容易と考える。 

 

  



 

2.2.2

 

20

ト』を

 

■日 

■場 

■対 

■内 

■備 

■会場

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【気づ

・設

に

・ホ

3

・設

夫

 

 

2 パスタブ

018 年度に

を開催しまし

時：2017

所：中電技

象：親子

容：橋梁の

考：中電技

場の様子 

【橋梁の強さ

  【荷重

づき、反省等

設計図を配布

には70分程

ホットボンド

3年生以上が

設計図を配布

夫を求めるこ

ブリッジコン

に実施予定の

した。 

7年 8月 2

技術コンサル

4組（子供

の説明、パス

技術コンサル

さの秘密に関

重試験の様子

等】 

布し、事前に

程度を所要し

ド使用時にや

が適切と考え

布した場合、

ことで建コン

テストの開催

のイベントに

23日（水） 

ルタント株式

：小学1年

スタブリッジ

ルタントの社

関する説明】

子】    

にパスタをカ

した。準備内

やけどの恐れ

えられる。 

強さの違い

ンの部分をP

7 

催 

向け、会員企

14:00～1

式会社（広島

生～中学1

ジの作成 

社内イベント

    

     

カットしてお

内容やタイム

れがある。実験

いが施工の差

PRする必要

中国支部

企業において

5:30 

島市南区出汐

年生の5名

トの一環とし

【パスタブリ

【パスタブ

く等、可能な

ムスケジュール

験内容の理解

差になる。設

がある。 

部若手技術者の

て『パスタブ

汐） 

名） 

して実施 

リッジ作成の

ブリッジの見

な限りの準備

ルを見直す必

解等も含め、

設計図を配布

者の会 平成29

ブリッジコン

の様子】 

見本】 

備をしたが、

必要がある。

、対象年齢は

布した上で+α

 
9年度活動報告

ンテス

製作

 

は小学

αの工

報告書 



■説明

 

 

 

 

明資料 

8 

中国支部部若手技術者の者の会 平成29
 

9年度活動報告

 

 

報告書 



 

 

 

  

9 

中国支部部若手技術者の者の会 平成29
 

9年度活動報告

 

報告書 



 

10 

中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

 

2.2.3 建設技術フォーラム2017in 広島への出展 

 

『建設技術フォーラム 2017in 広島』に出展し、若手技術者の会の活動紹介を実施する

とともに、身近なモノを用いた土木実験を通じた建コン業界の認知度向上を図りました。 

 

■日 時：2017年 11月 10日（金） 10:00～16:00 

2017年 11月 11日（土）  9:30～15:30 

■場 所：広島中央公園（広島市中区基町） 

■主 催：建設技術フォーラム実行委員会（事務局：国土交通省中国地方整備局企画部技術

管理課） 

■内 容：パネル展示5枚、若手技術者紹介動画（リクルート用資料）、身近なモノを使っ

た土木実験（パスタブリッジ他） 

■備 考：建設技術の紹介（ブースによる出展、セミナー発表会）、基調講演（2題） 

     ⇒屋内展示72件 

 

【気づき、反省等】 

・土木実験の資料（形による強さの違い、パスタブリッジ設計図等）は、子供連れの親か

らの反応（夏休みの宿題になる、分かり易い等）が思いのほか強く好評であった。 

・足を止めてもらうためには実演と実体験が必要である。※出展ブースでパスタブリッジ

の作成を実演し、ペットボトルの重りで壊すことも行った結果、上記のような好評を得

たと考えている。 

・パスタブリッジ等の出展物が見やすいよう、ブースの全面に机を前に並べた結果、ポス

ターを読み難いレイアウトとなってしまった。また、若手技術者の紹介動画を流したも

のの、モニターが小さく、気づいてもらえていない可能性が大きい（PR不足）。 

・i-Construction というテーマを考慮し、ハンディースキャナーの実演を行ったが、機

械の不調もあり、アピールするまでには至っていない。 

・来場者の多くは建設業界の関係者であり、業界 PRWG がターゲットと考えている世代

（就職を考える学生、土木に興味をもってもらいたい子供）は少ない。次年度以降に出

展する場合は、来場者を考慮した企画を考える等の対応が必要である。 

 

 

  



 

■会場
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場の様子 

【ブース

 

 

 

 

 

 

 

 

紙を用いた形

 

 

 

 

 

 

 

 

【来場

【来場

スのレイアウ

形の違いによ

場者への説明

場者への説明

ウト①】  

よる強度の説

明①】   

明③】   
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説明】   

     

     

中国支部

  【ブー

 【ハンデ

   【来

   【来

部若手技術者の

ースのレイア

ディスキャナ

来場者への説

来場者への説

者の会 平成29

アウト②】 

ナーの展示】

説明②】 

説明④】 

 
9年度活動報告

  

 

報告書 



 

■パネ

 

 

 

ネル展示 
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

 

2.2.4 リクルート用資料の作成 

 

大学生や高専生の入職者を増加させるためには、リクルート活動の際に建設コンサルタン

ト業界の魅力をPRすることが必要です。また、就職した後、どのような仕事に携わってい

るのかを分かり易く伝え、やってみたいと思ってもらう必要があります。 

そこで、若手技術者の目線で建コンの魅力を伝え、建コンで働きたいと思わせるリクルー

ト資料を作成しました。 

 

■資料の構成 

No. 項目 内容 備考 

1 土木事業の一般的な流れ 
・土木事業の大まかな流れと建コンの役割に

ついて説明 
 

2 
建設コンサルタントで働く、

若き技術者たち。 
・若手技術者を一覧で紹介  

3 各技術者の紹介 

・技術者紹介 

・具体的な仕事の内容 

・夢、キャリアステップ、建コンの魅力等 

・ある週のスケジュール概略 

技術者毎に作成 

 

  



 

■

 

リクルート用用資料（20018.1.12版
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

 

2.3 若手技術者交流会 in 中国の開催（合宿WG） 

 

本部若手の会主催、中国支部若手技術者の会共催で「若手技術者交流会 in 中国」を開催

しました。交流会を通して本部・支部間の若手技術者の交流を深めるとともに、中国支部特

有の課題についてのディスカッションを実施しました。また、災害防止に貢献する若手技術

者を育成していく上で、防災・減災に対して建設コンサルタントが果たす役割を考えるため、

国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所協力のもと、8.20広島土砂災害復旧現場にお

ける現地見学会を実施しました。 

 

■日 時：2017年 10月 27日（金） 13:00～17:30（交流会） 

18:30～21:00（懇親会） 

2017年 10月 28日（土）  9:30～11:00（現地見学会） 

■場 所：交流会：合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

北棟5階 研修室ABC 

現地見学会：8.20広島土砂災害復旧現場（広島市安佐南区八木地区周辺） 

■参加者 

支 部 組 織 
参 加 者 

交流会 懇親会 現地見学会 

本部 業界展望を考える若手技術者の会※ 17名 17名 13名 

近畿支部 魅力発信委員会 1名 1名 1名 

 男女共同参画委員会 1名 1名 1名 

四国支部 若手の会 2名 2名 1名 

中国支部 若手技術者の会 17名 18名 10名 

公募 21名 19名 － 

土木学会 1名 1名 － 

報道・その他 5名 － － 

計 60名 59名 26名 

 ※北陸支部若手技術者WG、東北支部若手の会、関東支部若手の会、近畿支部魅力発信委員会、四

国支部若手の会、九州支部夢アイデア部会兼務者含む 

■主 催：（一社）建設コンサルタンツ協会 総務委員会 業界展望を考える若手技術者の会 

共 催：（一社）建設コンサルタンツ協会中国支部 総務部会 若手技術者の会  
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

 

■タイムスケジュール 

日程  時刻 内容 担当 備考 

10/27 

（金） 
中
国
支
部
交
流
会 

12:00 集合 

 会場設営・受付準備 

 

支部メンバー 

会計：桑田 

13:00 受付開始 

 受付、案内 

 

支部メンバー 

 

13:30 開会 

開会挨拶 

本部若手の会が考える建コンの将来ビジョン 

 アンケート結果、HPβ版の紹介 

 

本部 伊藤代表 

本部 伊藤代表 

 

司会：桑田 

写真・ IC 録

音：井藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:50 各支部における取り組み紹介 本部 鈴木直 

14:00 中国支部における取り組み紹介 

・生産性向上への取り組みについて 

・業界PRへの取り組みについて 

 

中国支部 天野 

中国支部 杉原 

14:20 （休憩）  

14:40 グループディスカッション 

 ・趣旨及び方法説明 

14:50 第 1ラウンド（40分） 

 「生産性向上における課題と解決策」 

15:30 第 2ラウンド（40分） 

 「業界 PRにおける課題と解決策」 

16:10 各テーブルでの意見とりまとめ 

16:40 各テーブルでの意見発表 

（3分×8班） 

 

中国支部 木俣 

 

 

17:15 閉会挨拶、集合写真撮影 四国支部 西山 

17:30 閉会  誘導：木俣,  

井藤,若松 

懇
親
会 

18:30 

 

懇親会 

乾杯の挨拶 

 

本部 伊藤代表 

席の案内等：

江口 

司会：高木 

写真：井藤 
20:50 

21:00 

 締めの挨拶 

閉会 

中国支部 高木 

10/28 

（土） 
現
地
見
学
会 

8:45 ホテル出発・移動（マイクロバス）  進行：桑田 

車 1台：杉原 

9:30 太田川河川事務所高瀬分室到着 

・説明：8.20広島土砂災害の概要と復旧状況

について 

 

太田川河川事務

所職員 

写真：井藤 

10:00 移動（高瀬分室～現場：安佐南区八木地区）   

10:15 現地見学 

  

太田川河川事務

所職員 

 

10:45 移動（現場：安佐南区八木地区～高瀬分室）   

11:00 移動（高瀬分室～昼食会場）   

昼
食 

11:30 昼食   

13:00 移動（昼食会場～広島駅）   

13:30 広島駅解散   

 

  



 

 ■中

 

 

中国支部公募募案内 
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会資料＞ 
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

 

2.4 その他活動 

2.4.1 本部若手の会との交流 

 

全国の支部間の連携・交流の在り方、業界活性化方策の検討を目的に、全国各支部の若手

組織が一堂に会し議論する場として、建コン若手技術者全国大会が開催されました。 

 中国支部より 5 名参加（うち、2 名は本部委員として参加）し、支部からの組織間の連

携・交流推進方策についての提案を実施しました。 

 

■開催概要 

項目 内容 

日時 平成28年 4月7日（金）13:00～17:00 （以後、懇親会） 

場所 建設コンサルタンツ協会本部会議室 

参加者 以下のとおり 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ①開催主旨 

②各組織の活動紹介 

③各組織からのプレゼン（テーマ：組織間の連携・交流推進方策の提案） 

④グループ討議（テーマ：提案内容を踏まえた具体的展開方法） 

広報計画 事前告知＋事後報告 

・建設通信新聞、建設工業新聞、建設産業新聞 

・日経コンストラクション 他 

 

■参加者 

支部 若手組織 参加者 備考 

本部 業界展望を考える若手技術者の会 26名 桑田、若松 

北海道支部 ̶ 2名  

東北支部 若手の会 3名  

関東支部 若手の会 2名  

女性の会 2名  

北陸支部 若手技術者WG 3名  

中部支部 ̶ 3名  

近畿支部 魅力発信委員会 1名  

男女共同参画委員会 1名  

その他 2名  

中国支部 若手技術者の会 3名 八田、高木、杉原 

四国支部 ̶ 2名  

九州支部 夢アイデア実行委員会 3名  

女性技術者委員会 2名  

計 54名  

 

  



 

■中国

 

 

国支部提案資資料 
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2.4.2 リクルート活動 

 

 業界の担い手確保のため、総務部会が実施している中国地方の大学・高等専門学校へのリ

クルート活動へ同行し、若手技術者の仕事内容等を紹介しました。平成29年度の活動につ

いては、業界PRWGで作成した若手技術者の紹介資料を元に説明を実施しました。 

 

■リクルート活動（業界説明会）概要（平成29年 1月～平成30年 1月） 

No. 日時 訪問先 参加者 備考 

1 H29.1.16(月) 13:00～14:30 
鳥取大学 工学部 土木工学科、社会開発シ

ステム工学科 
笹間   

2 H29.1.16(月) 15:30～16:30 
徳山工業高等専門学校 土木建築工学科（環

境建設工学専攻） 
杉原   

3 H29.1.24(火) 15:00～16:00 広島大学 工学部 社会基盤環境工学部門 浅野   

- H29.1.25(水) 8:50～10:30 松江工業高等専門学校 環境・建築工学科 若松 
天候不良のた

め同行せず 

4 H29.1.25(水) 12:50～17:10 山口大学 工学部 社会建設工学科 長松   

5 H29.1.26(木) 10:30～11:30 島根大学 総合理工学部 地球資源環境学科 船本   

6 H29.2.2(木) 10:30～12:00 呉工業高等専門学校 環境都市工学科 森   

7 H30.1.23(火) 8:50～10:20 松江工業高等専門学校 環境・建築工学科 若松   

8 H30.1.23(火) 15:30～16:30 徳山工業高等専門学校 土木建築工学科 桑田  

9 H30.1.24(水) 10:15～11:45 島根大学 総合理工学部 若松   

10 H30.1.24(水) 12:50～17:10 山口大学 工学部 社会建設工学科 長松   

11 H30.1.25(木) 16:00～16:55 広島大学 工学部 浅野   

12 H30.1.29(月) 14:45～16:15 鳥取大学 工学部 笹間   

13 H30.1.30(火) 16:10～18:00 呉工業高等専門学校 環境都市工学科 森   
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建設コンサルタンツ協会中国支部リクルート活動報告① 

日 時 2017/1/16（月）  13：00～14：30、14：45～16：15 

場 所 鳥取大学工学部土木工学科、社会開発システム工学科 （学生：50、20 名） 

参加者 
総務部会： 

いであ（株） 杉山、 

復建調査設計(株) 來山 

同行：アサヒコンサルタント（株） 隅、 

シンワ技研コンサルタント(株) 川口 

若手技術者の会： シンワ技研コンサルタント(株) 笹間 

内 容 

【説明会】 

1.自己紹介（5 分） 

2.ビデオ（10 分） 

3.ｐｐｔ説明 

①建設コンサルタントの概要 25 分 

②建設コンサルタントのやりがい、広報活動 25 分 

③建設コンサルタントのやりがい若手社員の 1日 10 分 

4.質疑応答 15 分 

 

 

【質問内容】 

・建設物の取り壊し計画も建設コンサルタントの仕事か？ 

・CAD等の知識は必須か？ 

・海外の出向は建設コンサルタント業界にとって一般的か？ 

 

 

その他 
（次年度活動

に向けての気

づき等） 

【気づき等】 

・授業の一コマとしての説明会であったため参加人数は多かったが、質問は少なめでした。 

・土木系以外の学科でも建設コンサルタントについて知識があり、「CAD」が使えるかどうかなど

興味を持っている学生もいる。 

・人材確保には、土木系以外でも興味を持っている、または、興味を持つ可能性がある学生に

向けた取り組みも必要になるのではないかと感じた。 

 

 

 

撮影写真 

なし 
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建設コンサルタンツ協会中国支部リクルート活動報告② 

日 時 2017/1/16（月）  15：00～16：00 

場 所 徳山工業高等専門学校 土木建築工学科（学生： 4 年生 40 名程度） 

参加者 
総務部会： 中電技術コンサルタントト(株) 蔵重 

若手技術者の会： 中電技術コンサルタントト(株) 杉原 

内 容 

【建コン説明会の概要】 

・進路（進学、就職（民間、公務員））を考える 4 年生時の講義の一部として開催された。 

・説明会は、自己紹介（10 分程度）⇒建コン作成 PPT を用いた説明（総務部会が説明、40 分）⇒

QA（10 分程度）の順で行った。 

・説明中はおよそ半数の学生が睡眠。QA では学生からの質問は当然なく、担任の先生があまり

に申し訳なく2、3質問。ただし、質問は「豊洲問題のようなことが何故起きるのか」、「大阪府であ

ったコンサルタントの賠償問題」など学生に興味を持たせるための質問ではない（業界の不透明

な部分をオープンにして安心させたいとう意図であれば良いが、新聞・報道レベルでの知識を聞

いたに過ぎないレベル。とは到底言えない）。 

その他 
（次年度活動

に向けての気

づき等） 

【徳山高専固有の課題】 

・徳山高専では、進路（進学、民間、公務員）に関する検討は前期から取り組んでいるとのことで

あり、本説明会の段階ではすでに学生は希望進路を固めた後であった。 

・担任の先生の話では、学生が興味を持つ（知っている）企業は全国区で名の通っている会社の

他ではインターンシップで実際に職場体験をした企業が主とのこと。そのため、将来の選択肢に

建コンを候補としてもらうためにはインターンシップ先を選ぶ段階までに興味を持ってもらう必要

がある。 

【リクルート全般の課題】 

・説明会に用いられた建コン作成 PPT は、文字が多い。丁寧に作られており、業界を知るための

読み物的な扱いとしては良い資料かもしれない。ただし、文字が多いと読みにくく、パッと見でわ

かってもらうための説明資料としての出来はイマイチ。よほど興味を持って「聞こう」としている学

生でないと、説明を聞くうちに睡魔が襲ってくることも納得できなくはない。 

【まとめ】 

⇒業界の説明会を就活直前にやっても遅い（この時期は建コンに興味を持っている学生相手に

会社の説明会をやるべき）。 

⇒建コン業界全体で入職者を増やすためには、学生が進路を考える時点では建コンに興味を持

ってもらっておく必要がある。徳山高専の事例ではインターンシップ先の企業・業界がまず候補

に上がるとのこと。大学・高専のカリキュラムにもよるが、説明会は 5月 6 月くらいが望ましい。 

⇒今の説明資料は興味がわく資料とは言えない。資料の見直しが必須。 

⇒現在インターンシップは「大学・高専から企業へ問い合わせ」で実施されているケースが多い。

求人案内のように大学・高専にインターン募集を出しては？ 

撮影写真 
・講義のため無し。 
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

 

建設コンサルタンツ協会中国支部リクルート活動報告③ 

日 時 2017/1/24（火）  15：00～16：00 

場 所 広島大学工学部 （学生：5 名）院生 2名、学部生 3名（内女性 1名） 

参加者 
総務部会： 復建調査設計ト(株) 來山 

若手技術者の会： 荒谷建設コンサルタント(株) 浅野 

内 容 

【説明会の流れ】 

１.自己紹介（5分） 

２.ビデオ（10 分） 

３.ppt 説明（40 分） 

 (1)建設コンサルタントの概要（15 分） 

 (2)建設コンサルタントのやりがい（15 分）（←浅野担当分） 

 (3)プロ（匠）の仕事 

(4)広報活動と情報提供 

４.質疑応答 5 分 

【浅野担当分】 

１． 自己紹介（今の業務内容など） 

２． 若手社員の一日 

３． コンサルに就職した動機、やりがい等 

その他 
（次年度活動

に向けての気

づき等） 

【質疑応答で質問されたコト】 

Ｑ1．どのように会社選択（建設コンサルタント会社）を行えばよいですか？ 

Ａ1．建設コンといっても、総合コンサルや各分野に特化したコンサル、大手都市圏コンサル、地

方コンサルと色々ある。まずは、会社説明会や会社訪問などを通して、どんなコンサルがある

のか知ることが重要。 

Ｑ２．建コンで働く先輩に聞いたのですが、やっぱり建コンって忙しいですか？ 

Ａ２．忙しくないと言ったら嘘になりますが、ノー残業デーなどを建コン業界として進めています。あ

とは、自分の仕事の取り組み方で変わってくると思います（時間は自分でつくるもの）。 

【気づき等】 

① 本説明会の対象者は30～40名いたらしいのですが、聞きに来られたのは5名。説明会に関

する広報がいきとどいていなかったのか、就活スタートが 3 月だったのでまだ腰が重いのか

分かりませんが、少しさびしい状況でした。來山さんによると昨年度もこのくらいの人数

だったそうです。 

② 質問にもあったように、「忙しい」というイメージが強いようです（負のイメージが強い）。 

③ 就活間際の大学生は、「建コンとは？」という内容よりも、「どんな会社があるか」という点に

興味があるように感じました（当然ですが..）。なので、建コンＰＲにおいてターゲットを絞って

進めるのであれば、小中高が妥当だと実感しました。 

撮影写真 
なし 

 

 

  



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

写

 

 

 

コンサルタン

日 時 2017

場 所 山口

参加者 
総務

若手

内 容 

【業界

・本研

路選

・参加

ーテ

・各企

った

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

・コン

の魅

・パワ

は内

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンツ協会中国

7/1/25（水）  

大学工学部社

務部会： 

手技術者の会： 

界・企業等研究

研究会は、学部

選びの参考とす

加した企業等を

テーション方式で

企業等が 1 分程

た。  

ンサル分野から

魅力を伝えるこ

ワーポイント映

内容が見えなか

 

 

国支部リクル

12：50～17：10

社会建設工学科

（株）宇部建設

（株）宇部建設

究会】 

部 3 年生の講義

することを目的と

を 4 つの分野（ゼ

で全ての分野に

程度の PR を行

らは 22社参加し

とが困難であっ

写はなく、A3 サ

かった。 
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0 

科 （博士前期課

設コンサルタン

設コンサルタン

義「大学院への

とした。 

ゼネコン、コンサ

に訪問する形式

行った後、学生か

したが、PR時間

った。 

サイズの紙芝居

1分間 P

質疑応答

中国支部

報告④ 

課程 25 名、学部

ント 鷹羽 

ント 長松 

のいざない」の一

サル、専門会社

式で行われた（5

から興味のある

間がわずか 1分

居等を用いて行

PRの様子 

答の様子 

部若手技術者の

部学生 90 名） 

一環で開催され

社、自治体・機構

50 分×4）。 

る企業等に自由

分であったため、

行われたが、文

者の会 平成29

れたもので、学生

構）に分け、学生

由に訪問し、質問

、各社の特色や

文字が小さく学生

 
9 年度活動報告

生の進

生がロ

問を行

や業界

生から

報告書 



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

 

コンサルタン

日 時 2017

場 所 島根

参加者 
総務

若手

内 容 

【概要

１．來

・建コ

・「建

以下

 ①

 ②ど

 ③1

 ④残

 ⑤や

 ⑥就

２．復

（※

３．質

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

【質問

（質問

（回 

（質問

（回 

 

【気づ

・業界

るこ

じま

・次年

した

影写真 
・なし

 

ンツ協会中国

7/1/26（木）  

根大学総合理工

務部会： 

手技術者の会： 

要】 

來山さんより業界

コン協作成のビ

建コンのやりがい

下の内容につい

自己紹介、なぜ

どんな仕事をし

1日のタイムス

残業が多い？ 

やりがい 

就活のアドバイ

復建・荒谷・福山

※大学側からの

質疑（10 分） 

問】 

問①） 研究室の

答） 基本的に

Ｔで指導し

問②） 業界には

答） しぼりこむ

づき】 

界説明を行って

ことができ、学生

ました。 

年度は、建コン

た。その合同説

し 

国支部リクル

10：30～12：00

工学部 （学生：3

復建調査設計

（株）福山コン

界説明（50 分）

ビデオ放映 

い・魅力」紹介と

いて、船本から説

ぜ建設コンサル

しているか 

ケジュール 

イス 

山の 3社の会社

の要請があった

 計 90

の分野と異なる

には問題ない。

してくれる会社が

は興味が持てた

む必要は特にな

てから 3 社の会

生にとっては「業

各社で協力して

明会で若手の会
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0 

30 名（院生・学

計(株) 來山、

ンサルタント 船

 

として、若手社員

説明(10 分） 

ルタントを選んだ

社紹介 

たため） 

0 分 

る分野から就職

就職してから学

が多いので心配

た。会社のしぼ

ない。各社で特

会社紹介という

業界」というもの

て県単位くらい

会の企画（興味

中国支部

報告⑤ 

学部混合）） 

荒谷建設コンサ

船本 

員の 1日という

だか 

職して困ることは

学んだ内容ばか

配はいらない。

ぼり込みはどうし

特徴があるので会

流れでしたが、

のを認識しやす

いで合同説明会

味づけ等）があっ

部若手技術者の

サルタント(株) 

う枠で 

はないか？ 

かりで、どの会社

したらよいか？ 

会社訪問にいく

企業側にとって

すく、双方にメリッ

を開けば業界

ってもおもしろそ

者の会 平成29

吾郷 

社も上司・先輩

くとよい。 

ては説明を簡略

ットがあってよ

ＰＲにもなると思

そうですね。 

 
9 年度活動報告

輩がＯＪ

略化す

いと感

思いま

報告書 



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

コンサルタン

日 時 2017

場 所 呉工

参加者 
総務

若手

内 容 

・建設

・若手

理

【学生

・住民

（計

・就職

・技術

か

・工事

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

・就職

出

で

・土木

初

ら

影写真 

ンツ協会中国

7/2/2（木）  1

工業高等専門学

務部会：いであ（株

手技術者の会：復

設コンサルタン

手技術者の会か

理由、経歴を紹介

生からの主な質

民説明会など、

計画）に反対され

職した後、高専

術士補や2級土

か。 

事を進めていく

職担当の先生曰

出世などでハンデ

ではなく、大学に

木系の高専生か

初めて知ったとい

うような姿勢で

国支部リクル

0：30～12：00 

学校 環境都市工

株） 杉山、復建

復建調査設計(

ト協会で作成し

からは、「若手社

介するとともに、

質問】 

直接的に住民

れることもある

卒と大学卒、大

土木施工管理技

中で設計ミス等

曰く、高専生の

ディがあるので

に編入してから会

からでさえ、建設

いう声も聞かれ

で取り組むことが

▲総

▲若手
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工学科 （学生

建調査設計(株

株) 森 

しているパワー

社員の一日」を

、実際に携わっ

民と係わる場も

のか。 

大学院卒で能力

技士など資格を

等があった場合

の中には会社に

ではないかと感じ

会社に就職する

設コンサルタン

れたため、きちん

が重要であると感

総務部会長 來山

手技術者の会 

中国支部

報告⑥ 

生：40 名） 

株) 來山 

ポイントを用い

を紹介。合わせ

った業務のうち、

あるということだ

力の差を感じる

を取得しているこ

合は誰がお金を

に入った後、大学

じている生徒も

ることを検討して

ントがそもそもど

んと建コンの魅

感じた。 

山からの説明の

森からの説明

部若手技術者の

同行：いであ

 

て、総務部会長

て、建設コンサ

、１事例を説明

だが、住民説明

ことはあるのか

ことで採用試験

負担するのか。

学卒や大学院卒

もおり、高専卒で

ている学生もい

どのようなことを

力についてＰＲ

 

の様子 

 

の様子 

者の会 平成29

あ（株） 江良 

長來山より説明

サルタントを志望

。 

明会で説明した

か。 

験の際、優位とな

。 

卒に比べて、給

で会社に就職す

いる。 

しているのかを

Ｒを行い、理解

 
9 年度活動報告

明。 

望した

た内容

なるの

給料や

するの

を今回

しても

報告書 



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

コンサルタン

日 時 2018

場 所 松江

参加者 
総務

若手

内 容 

【説明

１．自

２．D

３．P

４．質

【質問

１． 

 →建

２． 

 →技

３． 

 →地

４． 

→

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

・各県

（興味

・就職

単な

影写真 

ンツ協会中国

8/１/23（火）  

江工業専門学校

務部会： 

手技術者の会： 

明会】 

自己紹介、準備

DVD（來山）10 分

PPT による業界

質疑応答 （全員

問】 

建設コンサルタ

建設コンサルタ

属している。 

スペシャリスト

技術職が多いこ

るなど働き方の

出張は多いの

地場コンサルは

しており、出張

ゼネコンの施工

→ゼネコンの施

の技術な補助

県で建設コンサ

味を持ってもらう

職先の選択肢と

な資料が欲しい。

国支部リクル

8：50～10：20 

校 環境・建設工

復建調査設計

(株)ウエスコ 

備（全員） ５分 

分 

界説明、若手技術

員）10 分 

タント業界に所

タント会社が全国

とジェネラリスト

ことから、スペシ

の中でジェネラ

のか？ 

は地域に根差し

張は多い。また、

工管理とコンサ

工管理は、自社

助や第三者として

サルタントが関わ

う） 

としてゼネコン，

。 
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工学科 （学生：

計(株) 來山 

 若松 

 

術者による説明

所属する会社は何

国で約 4，000

トの割合 

シャリストを目指

リストを目指す

した仕事を行う

、一人でいくつも

サルの施工管理

社の工程管理な

ての技術的な管

わったゆかりあ

役所が多いこ

 

中国支部

報告⑦ 

45 名,教員：２名

同行

明  （來山、若松

何社ぐらいか？

社程度あり、

指す人が多い。

す人も増えている

ため、少ないと

も業務を持つた

理の違い 

などのマネジメ

管理を行ってい

る構造物などの

ことから、ゼネコ

部若手技術者の

名） 

行：(株)ウエスコ

松）65 分 

？ 

１割が建設コン

。しかし、近年は

る。 

と思うが、広域コ

ため、色んな個所

ント，コンサルの

いる。 

の写真を掲示す

ン，建コン，役

者の会 平成29

コ 福井 

ンサルタント協会

は様々な業務と

コンサルは全国

所に行ける。 

の施工管理は

する。 

役所との違いが判

 
9 年度活動報告

会に所

と関わ

国展開

、役所

判る簡

報告書 
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建設コンサルタンツ協会中国支部リクルート活動報告⑧ 

日 時 2018/1/23（火）  15：30～16：30 

場 所 徳山工業高等専門学校 土木建築工学科 （学生：4 年生・専攻 1年生 19 名） 

参加者 
総務部会： 

中電技術コンサルタント(株) 河野、 

同行：中電技術コンサルタント(株) 山原、蔵重 

若手技術者の会： 中電技術コンサルタント(株) 桑田 

内 容 

【説明】 

・説明会という形で土木民間志望 19 名（女子 3名）のみに対して実施 

→土木民間志望のうち、コンサル志望は 2～3名 

・業界説明資料は 91 ページを 52 ページに再編集（不要ページ削除＋組み換え） 

・タイムスケジュール 

15：30～15：40   自己紹介（10 分） 

15：40～16：10  業界説明（蔵重：30 分） 

16:10～16：20   若手技術者の会説明（桑田：10 分） 

16:20～16:30   質疑（10 分） 

 

【質疑】 

 ・コンサルタントとコンサルタンツの違いは？ 

 →協会は複数企業で構成されているため、コンサルタンツとなっているが、特に違いはない。企

業名をコンサルタンツとしている会社もある。 

 ・最近、女性活躍が謳われており、求人もたくさん来ているがなぜか？ 

 →労働力人口の減少に伴って、女性活躍が期待されている。また、住民説明会等の合意形成

の必要な業務が増加しており、同じ説明をする場合でも女性技術者の方が好意的に受け止

められる場合があり、そういう場での活躍も期待している。女性ならではの感性も業務で活か

してほしい。 

その他 
（次年度活動

に向けての気

づき等） 

・昨年とは異なり、寝ている学生はほとんどいなかった。 

→本部の業界説明資料をかなり間引き、順番も説明しやすいように入れ替えたため、説明の流

れが良かったからか 

→本部資料の業務事例は関東。中国支部の事例を収集するか。 

→中国地方は土砂災害が多いため、例えば、災害発生後にどういう流れで復旧していくか、どこ

にどうコンサルが関わっているか等の事例があったら興味がわくかもしれない。 

・インターンシップ先（役所/コンサル/ゼネコン）での就職を希望するパターンが多い。 

→建コンを候補としてもらうためにはインターンシップ先を選ぶ段階までに興味を持ってもらう必

要がある。 

・若手資料の一週間のスケジュールに残業を入れたらダメ、と就職担当の先生に後で言われた。 

→説明の際には、残業は 0ではないが、働き方改革が進められており、みんなのイメージしてい

るより大分残業は減ってきていると説明。資料の見直しが必要か 

撮影写真 

なし 

 

 

 

  



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

コンサルタン

日 時 2018

場 所 島根

参加者 
総務

若手

内 容 

【説明

１．自

２．D

３．P

４．質

【質問

１．行

→建

し

式

２．出

→地

て

３．技

→技

書

４．R

→技

Ｍ

ど

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

特に

影写真 

ンツ協会中国

8/1/24（水）  

根大学 総合理工

務部会： 

手技術者の会： 

明会】 

自己紹介、準備

DVD（來山）10 分

PPT による業界

質疑応答 （全員

問】 

行政の方に仕事

建設コンサルタン

、近年技術力を

式」が増えてきて

出張は多いか？

地場コンサルは地

おり、出張は多

技術士は仕事を

技術士は、技術

書類の書き方や

RCCＭと技術士

技術士は最短で

は、10 年以上

ど、どちらも受験

になし 

国支部リクル

10：15～11：45

工学部 （学生

復建調査設計

(株)ウエスコ 

備（全員） ５分 

分 

界説明、若手技術

員）10 分 

事をいただくため

ントの発注方式

を審査する「プ

ている。 

？ 

地域に根差した

多い。また、一人

をしながら学べる

的な経験を述べ

論文の添削な

士の資格の違い

で入社４年から受

上の経験が求め

験する方が増えて
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5 

：８名） 

計(株)  來山 

 若松 

 

術者による説明

めには、提案を

式は、以前は価

プロポーサル方

た仕事を行うた

人でいくつも業務

るものか？上司

べる必要がある

どは、各企業で

いは？ 

受験可能であり

められ、近年は技

てきている。 

中国支部

報告⑨ 

同行：(株

明  （來山、若松

を行う事が多いの

価格で競争する

方式」,技術力と価

ため、少ないと思

務を持つため、

司などに教えて

るため、仕事を

で積極的に教え

り、社会的な認

技術士を取得し

 

部若手技術者の

株)ウエスコ 福井

松）65 分 

のか？ 

「価格競争」が

価格双方を評価

思うが、広域コン

色んな個所に

てもらえるものか

をしながら学ぶ必

えていることが多

認知度が高く、合

し、違う分野でＲ

者の会 平成29

井 

がメインであった

価する「総合評

ンサルは全国展

行ける。 

か？ 

必要はある。し

多い。 

合格率が低い。

ＲＣＣＭを取得す

 
9 年度活動報告

た。しか

評価方

展開し

しかし、

。ＲＣＣ

するな

報告書 



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

 

コンサルタン

日 時 2018

場 所 山口

参加者 
総務

若手

内 容 

【説明

本

路選

参

け、学

コ

興味

【プロ

 １．

 ２．

  第

  休

  第

  休

  第

  休

  第

 ３．

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

・各ラ

・上記

会パ

→配

・有給

・学部

い学

→違

影写真 

 

    

ンツ協会中国

8/1/24（水）  

大学工学部社

務部会： 

手技術者の会： 

明】 

本研究会は、学部

選びの参考とする

参加した企業等

学生がローテー

ンサル分野から

味のある企業等

ログラム】 

開会       

分野別個別研

第１ラウンド    

休憩         

第２ラウンド    

休憩         

第３ラウンド    

休憩         

第４ラウンド    

閉会       

ラウンドで、実際

記の理由から、

パンフレットと若

配布資料が重要

給休暇の取得、

部 3 年生という

学生がいた。 

違いを説明する

         3

国支部リクル

12：50～17：10

社会建設工学科

(株)宇部建設

(株)宇部建設

部 3年生の講義

ることを目的と

を 4 つの分野

ーション方式で全

らは 34 社が参

に自由に訪問し

  12：50－13

究会 

  13：10－14

  14：00－14

  14：10－15

  15：00－15

  15：10－16

  16：00－16

  16：10－17

  17：00－17

際に学生と会話

建設コンサルタ

若手資料を配布

要。 

、残業時間につ

うこともあり、ゼ

る資料があると良

0秒 PRの様子
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0 

科 （大学院 1年

設コンサルタント

設コンサルタント

義「大学院への

した。 

野（①ゼネコン、

全ての分野に訪

参加しており、各

し、質問を行っ

：00 

4：00 

4：10 

5：00 

5：10 

6：00 

6：10 

7：00 

：10 

話できる時間が

タンツ協会とし

布する程度に留

ついて気にしてい

ゼネコン、コンサ

良い。 

子         

中国支部

報告⑩ 

年生及び学部 3

ト 鷹羽 

ト 長松 

のいざない」の一

②コンサル、③

訪問する形式で

各企業等が 30 秒

た。  

、質疑応答の 3

ては、あまり学

めた。 

いる学生がいた

サル、公務員の違

         

部若手技術者の

3 年生：約 110 名

一環で開催され

③専門会社、④

で行われた（50

秒程度の PR を

30 分程度しかな

学生を拘束する

た。 

違いについてあ

 質疑応答の様

者の会 平成29

名） 

れたもので、学生

④自治体・機構

分×4 ラウンド

を行った後、学生

なかった。 

ことがないよう

あまり理解できて

様子 
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生の進

構）に分

ド）。 

生から

に、協

ていな

報告書 



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

 

コンサルタン

日 時 2018

場 所 広島

参加者 
総務

若手

内 容 

【当

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

【質

※学

※こ

①建

⇒

⇒

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

【当

・ 質

・ 講

し

【リク

・ 

・ 印

【そ

・ リ

と

影写真 

ンツ協会中国

8/1/25（木）  

島大学工学部 

務部会： 

手技術者の会： 

当日の流れ】 

0～5分 自己

5～15 分 DVD

15～40 分 ppt

40～50 分 若手

50～55 分 質疑

質問】 

学生からは、ひ

ちらから学生

建設コンサルタ

⇒学生：ある。

⇒建コン：忙しくな

る。また「ノー残

当日】 

質疑応答の時間

講義形式だと一

しれない。 

クルート資料】

「建コン」、「ゼネ

印刷して渡すた

その他】 

リクルートの時

とよりも各会社

国支部リクル

16：00～16：55

（学生： 9 名）

復建調査設計

(株)荒谷建設

己紹介・準備

D（來山） 

t 説明（來山）

手技術者によ

疑応答 

ひとつも質問出

生へ次の質問を

ントは忙しい

 

ないと言ったら

残業デー」など協

間が短く、柔軟

一方的になるの

 

ネコン」、「公務

ために、もう少し

時期はもう少し早

のことを知りた
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5 （55 分） 

） 

計(株) 來山 

設コンサルタント

（全員） 

） 

る説明（浅野

出ず...。 

をした。 

いイメージがあ

嘘になるが、ゼ

協会をあげて取

軟に対応できない

ので、談話形式

員」等の違いが

し冊子化を考慮

早いほうが良い

たい人が多いの

中国支部

報告⑪ 

ト 浅野 

） 

ありますか？ 

ゼネコンや公務

取り組んでいる

い。時間配分を

（椅子机を並び

がわかるような資

慮したデザインを

い。業界リサーチ

のでは。 

 

部若手技術者の

務員は建コン以上

。 

を見直す必要が

び替える等）で説

資料を作成する

を検討する。 

チを終えている

者の会 平成29

上に忙しい場合

があると思う。 

説明できるといい

る。 

るヒトも多く、業界
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合があ

いかも

界のこ

報告書 



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

 

コンサルタン

日 時 2018

場 所 鳥取

参加者 
総務

若手

内 容 

【当

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

【質

①災

  →

 

②地

い

  →

   

 

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

・説

 

・昨

く

影写真 

 

 

ンツ協会中国

8/1/29（月）  

取大学工学部棟

務部会： 

手技術者の会： 

当日の流れ】 

0～5分 自己

5～15 分 DVD

15～45 分 ppt

45～55 分 若手

55～80 分 ppt

80～90 分 質疑

質問】 

災害の際は実際

→県外（事務所

地元（中部地方）

いるか分からな

→協会の立場か

プ役等は可能

 最終的な判断

説明会の時期が

昨年は授業の一

くなった。学生へ

国支部リクル

14：45～16：15

棟 4F 42 講義室

復建調査設計

荒谷建設コ

シンワ技研コ

己紹介・準備

D（來山） 

t 説明（杉山）

手技術者によ

t説明（來山）

疑応答 

際に現場に駆け

から離れた地区

）に帰省して、都

いので教えてほ

からでは、1 社を

能。 

断は実際に会社

がテスト期間にか

一環で説明会を

への通知の仕方
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5 

室 （学部生：1 名

計 來山、いで

ンサルタント 

コンサルタント 

（全員） 

） 

る説明（笹間

） 

つけるのか？ 

区）の現場に行

都市計画の仕事

ほしい。 

を推奨する等は

社見学等にいっ

かぶり、足が進

を開いてもらった

方は関与できな

中国支部

報告⑫ 

名、院生：1 名）

であ(株) 杉山

下山、シン

笹間 

） 

行くことはまれ。 

事がしたいが、

はできないが、中

ってみて学生自

進まない？ 

たが、今年は希

ないか？（説明会

部若手技術者の

） 

山、アサヒコン

ワ技研コンサル

どの会社が都市

中部地方の会社

自身が決めるしか

希望制だったため

会案内のポスタ

者の会 平成29

ンサルタント 

ルタント 川

市計画に力を入

社への質問等の

かない。 

め人数が極端に

ター作成等） 
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隅 

口 

入れて

のパイ

に少な

報告書 



 

建設コ

日

場

参

内

そ
（次年

に向

づ

撮影

 

 

コンサルタン

日 時 2018

場 所 呉工

参加者 
総務

若手

内 容 

【説明

・建コ

会

・業界

・当日

  1

  1

  1

  1

  1

【質疑

・業界

に

⇒年

・交通

⇒ま

ば

イ

の

その他 
年度活動

けての気

づき等） 

・質問

⇒少

を

影写真 

 

ンツ協会中国

8/1/30（火）  

工業高等専門学

務部会：いであ（株

手技術者の会：復

明】 

コンに興味のあ

会説明資料を配

界説明では建設

日スケジュール

6:10～16:15 自

6:15～16:25 D

6:25～17:00 業

7:00～17:30 若

7:30～18:00 質

疑】 

界説明資料の中

に協力要請してい

年度末にかけて

通に興味を持っ

ずは働きたい場

ば、海外の仕事が

インターネットな

のもいいと思う。

問を活発にして

少人数だと質問も

長めに確保して

国支部リクル

16：10～18：00

学校 環境都市工

株） 杉山 

復建調査設計(

あるC4学生5名

布。 

設コンサルタンツ

ルは下記の通り

自己紹介 

DVD 

業界説明（いであ

若手技術者の会

質疑応答 

中に建設コンサ

いるとあるが、や

仕事は忙しくな

っているのだが

場所や会社規模

がしたいのであ

どで情報収集を

 

てもらったこともあ

もしやすかった

ておくほうがよい

 

62 

ルート活動報

0 

工学科 （C4 学

株) 森 

名を対象に実施

ツ協会作成のパ

。 

あ 杉山、江良

会説明【業界+業

サルタンツ協会

やはり残業は多

なるが、年度明け

、どのような企

模などを決めて

あれば、大手企

をするほか、先

あり、予定して

たのではと思わ

い。 

中国支部

報告⑬ 

学生：5 名） 

同行：いであ

 

施。業界説明資料

パワーポイント

良） 

業務紹介】（復建

会としてノー残業

多いのか。 

け以降残業は少

業を選べばよい

て企業を調べて

業がよい。 

先生に相談して実

いた質疑応答の

れる。参加者が

部若手技術者の

あ（株） 江良 

料、パンフレット

を用いて、要点

建 森） 

業デーなどの取

少なくなる。 

いのか。 

てみるのもよいの

実際にインター

の時間を超過し

が少人数の場合

者の会 平成29

ト及び若手技術

点を絞って説明

取組みを国土交

のではないか。

ーンシップを経験

してしまった。 

合は、質疑応答
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術者の

。 

交通省

。例え

験する

答時間

報告書 
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2.4.3 防災教育出前講座（防災委員会） 

 

 中国支部防災委員会の要請により、以下のとおり、小学生を対象とした防災教育（出前講

座）に参加しました。 

 

■防災委員会出前講座概要（平成29年度） 

No. 日時 学校名 対象学年 人数 参加者 備考 

- H29.10.27(金) 10:40～12:00 
矢野西小学校 

（広島市安芸区） 
5年生 83人 ̶ 

若手技術者交

流会 in中国と

同日のため 

- H29.11.10(金) 14:10～15:45 
伴東小学校 

（広島市安佐南区） 
3年生 56人 ̶ 

建設技術フォ

ーラムと同日

のため 

- H29.11.29(水) 14:10～15:45 
五日市中央小学校 

（広島市佐伯区） 
5年生 92人 ̶ 協力要請なし 

1 H29.12.18(月) 10:45～12:20 
三入小学校 

（広島市安佐北区） 
6年生 63人 

桑田 

木俣 
  

- H30.1.26(金) 14:00～14:45 
毘沙門台小学校 

（広島市安佐南区） 
3年生 67人 ̶ 協力要請なし 

 

 

 

  



 

防災委

日

場

対

参

内

気づ

 

撮影

 

 

委員会出前講

日 時 2017

場 所 三入

対 象 小学

参加者 
防災

若手

内 容 

タイム

10

10

11

12

12

づき等 

・資料

・学区

 →あ

・図面

 →色

・8.20

取り

影写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

講座報告① 

7/12/18（月）  

入小学校 （安佐

学 6年生 （2 組

災委員会： 

手技術者の会： 

ムスケジュール

0：45～10：50  

0：50～11：30  

：35～12：00  

2：00～12：15  

2：15～12：20  

料が少し難しか

区によっては、ハ

あらかじめ図面

面に赤丸や緑丸

色を変えたほう

0 広島土砂災害

り組んでいた。（

         ポ

10：45～12：2

佐北区三入） 

組 63 人） 

木下、早水、

桑田、木俣 

ル 

・講師の自己

・今日の授業テ

・土砂災害に

・河川災害につ

・地震への備

・自宅（生徒）位

・避難経路さが

・作成したハザ

・講師からの質

・集合写真撮影

かった（特に地震

ハザードマップ

面を学校に送付

丸が印刷されて

うが良いかもしれ

害で被害を受け

（地域の自主防

講師による授業

ポスター発表   
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20 

浜本、山下、若

紹介 

テーマ、内容説

ついて 

ついて 

え 

位置、避難場所

がし 

ザードマップの発

質問、助言 

影 

震の説明） 

プの縮尺が大き

付し、自宅位置を

ていたが、作業

れない。 

けている地域な

防災組織とも繋

業          

           

中国支部

若槻、光本（敬称

説明 

所の記入 

発表 

く、自宅位置を

を記入しておい

中に貼ったシー

なので、学校側が

がりがある） 

       ハザ

          

部若手技術者の

称略、順不同） 

記入するのに時

ていただいては

ールとの違いが

が積極的に防災

ードマップ作成風

集合写真 

講師による授

ハザードマップ

(2 クラス、各

者の会 平成29

時間がかかった

はどうか？ 

がわかりにくかっ

災についての授

風景 

授業 

プ作成 

4 班) 
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た。 

った。 

授業に

報告書 
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

1. メンバー一覧（平成28年11月～平成30年1月） 

No. 氏  名 所    属 任 期 WG 備 考 

1 浅野 拓馬 (株)荒谷建設コンサルタント H28.11～ 業界PR  

- 小田 優佳 (株)荒谷建設コンサルタント H28.11～H29.4 合宿  

2 若松 恭一 (株)ウエスコ H28.11～ 生産性向上 副代表 

3 八田 将希 (株)ウエスコ H28.11～ 業界PR  

4 長松 寛泰 (株)宇部建設コンサルタント H28.11～ 生産性向上  

5 井藤 理一朗 (株)宇部建設コンサルタント H28.12～ 合宿  

6 高木 一毅 (株)エイト日本技術開発 H28.11～ 合宿  

- 千野 駿也 (株)エイト日本技術開発 H28.11～H29.4 業界PR  

7 江口 憲 (株)エイト日本技術開発 H29.6～H29.12 業界PR  

8 笹間 将平 シンワ技研コンサルタント(株) H28.11～ 生産性向上  

9 烏田 晃平 大日本コンサルタント(株) H29.6～ 生産性向上  

10 大羽 裕之 大日本コンサルタント(株) H29.6～ 業界PR  

11 杉原 成満 中電技術コンサルタント(株) H28.11～ 業界PR WGリーダー 

12 桑田 志保 中電技術コンサルタント(株) H28.11～  ̶ 代表 

- 久場 貴博 (株)ヒロコン H28.11～H29.12 生産性向上  

- 坂本 弘樹 (株)ヒロコン H28.11～H29.12 業界PR  

13 吉岡 隼也 (株)ヒロコン H29.12～   

14 木俣 圭佑 (株)ヒロコン H28.11～ 合宿 副代表、WGリーダー 

- 船本 洋司 (株)福山コンサルタント H28.11～H29.4 生産性向上  

- 河内 健 (株)福山コンサルタント H29.4～H29.12 生産性向上  

15 江刺 宏紀 (株)福山コンサルタント H29.12～   

16 天野 佑介 復建調査設計(株) H28.11～ 生産性向上 WGリーダー 

17 森 三千浩 復建調査設計(株) H28.11～ 業界PR  
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2. 定例会議事録 

 

定例会一覧（平成28年11月～平成30年1月） 

日程 項目 主な内容 

H28.11.24(木) 第1回定例会 ・顔合わせ、テーマ出し、役職決定 

H28.12.16(金) 第2回定例会 ・活動グループ（WG）及びWGリーダー決定 

H29.4.21(金) 第3回定例会 ・WG活動内容討議 

H29.6.23(金) 第4回定例会 

・交流会詳細決定 

・生産性向上アンケート調査結果の紹介 

・リクルート用業界説明資料作成について 

H29.8.2(水) 第5回定例会 

・交流会現地見学会内容について決定 

・業務効率化表彰に関するアンケートを実施 

・土木学会イベント・パスタブリッジコンテスト準備 

H29.9.13(水) 第6回定例会 
・防災員会青原委員長による出前講座の説明 

・交流会での発表内容確認 

H29.10.17(火) 第7回定例会 ・交流会、建設技術フォーラム内容確認 

H29.11.28(火) 第8回定例会 
・HPリニューアル検討委員会よりHP運営方法等について説明 

・次年度活動内容についてアイデア出し 

H29.12.21(木) 第9回定例会 ・今年度活動総括及び次年度活動計画について 
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建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第1回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成28年11月24日（木）15:00～17:20 
【場 所】日本技術士会中国本部会議室 

（〒730-0017 広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階） 
  記 

録
來山 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

 

総務部会 

事務局 

本部若手の会 

■小田 優佳、■浅野 拓馬、■若松 恭一、■八田 将希、■長松 寛泰、 

■高木 一毅、■千野 駿也、■笹間 将平、■杉原 成満、■桑田 志保、 

■久場 貴博、■坂本 弘樹、■木俣 圭佑、■船本 洋司、■天野 佑介、 

■森 三千浩 

■來山 尚義、■山中 俊二、■河野 清 

■長岡 隆 

■伊藤 昌明 

          出席者 ２１名 

【配布資料】 資料-0 議事次第 

資料-1 中国支部若手技術者の会の設立について 

資料-2 各支部の活動状況について 

資料-3 活動テーマ（案） 

資料-4 中国支部若手技術者の会名簿 

【議事内容】（以下、敬称略） 

１． 若手技術者の会設立経緯について（來山総務部会長） 

２．自己紹介 

３．本部若手の会活動状況について（建コン本部 伊藤） 

４．各支部の活動状況について（來山総務部会長） 

５．活動テーマについて 

・以下の2テーマを中心に絞り込んだ。 
①建コン業界のPR 

    ・PR先 

       大学・高専生などに、就職先としてPRする 

       小中学生に将来の職業としてPRする 

       一般の方に建設業のイメージアップを含めて業界を知ってもらう など 

    ・PR方法 

       小中学生を対象とした現場見学会、職場見学 

       就職説明会 

       技術発表会 

       インターンシップ生への説明会 など 

    ・業界の認知をしてもらう 

    ・業界の魅力の再発見 

  ②生産性向上について 

    ・生産性向上を図るための課題解決 

    ・長時間労働削減に向けて 
６．若手技術者の会の運営について 
 ・中電技術Ｃ・桑田を代表に、ウエスコ・若松、ヒロコン・木俣を副代表に選任した。 
７．今後の活動について 
 ・次回の会議 12月19日（月）15:00～ 2時間程度 

以上 
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建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第2回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成28年12月19日（月）15:00～17:20 
【場 所】日本技術士会中国本部会議室 

（〒730-0017 広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階） 
  記 

録
小田 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

総務部会 

事務局 

 

■小田 優佳、■浅野 拓馬、■若松 恭一、■八田 将希、■長松 寛泰、 

■井藤 理一朗、□高木 一毅、□千野 駿也、■笹間 将平、■杉原 成満、 

■桑田 志保、■久場 貴博、■坂本 弘樹、■木俣 圭佑、■船本 洋司、 

■天野 佑介、□森 三千浩 

■來山 尚義、■山中 俊二、■河野 清 

■長岡 隆 

          出席者 １８名 

【配布資料】 資料-1   議事次第 

資料-2   参加者一覧 

資料-3   前回議事録 

資料-4   活動テーマについて 

資料-5   合宿について 

参考資料  他業界におけるPR資料 

リクルート活動 中国支部対象校一覧 

【議事内容】（以下、敬称略） 

２． 総務部会長來山さんより挨拶、引き継ぎ（來山総務部会長） 
２．自己紹介（井藤） 
３．本部若手会の報告（若松） 

 ①働き方改革 
テレワークの導入…ICTを活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方 

  ・現場とオフィスの情報共有、移動時間の有効活用 
  ・客先やメンバーとのやり取りは電話・メール・TV会議などを使用 
  →サテライトオフィス実現に向けて検討中。 
 ②若手の会HP作成 
  ・入職者増（業界外）、若手の会の活動共有（業界内外）を目的とする。 
  →来年公開を目指す。 
→（來山総務部会長）中国支部は来年 HP をリニューアルする予定。中国支部若手のページを作成すること
も可能。 

 
４．活動テーマについて 

・以下の2テーマについて、4グループに分かれてディスカッションを行い、意見を挙げた。 
（1）テーマ①建コン業界のPRについて 
○大学生・高専生対象 
  ・現場見学（大学の授業などで、実際に目にしてもらう） 
  ・学生と直接話をして、技術力やかっこよさなどをPRする 
  ・県・建コン・ゼネコン共催の職場見学（測量・設計業界が実施？） 
   →業界の魅力・内容、公務員との違いなどを整理してからPRする必要がある。 
  ・土木分野の学生だけでなく、経済など他分野の学生にもPRする 
○高校生対象 
  ・大学等のオープンキャンパスとタイアップ 
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○小中学生対象 
  ・科学実験などの実施（例：NHKすいエんサー） 

→土木学会中国支部が土木実験教室を夏休みに実施中（1時間半程度。共催なども可能と思われる。） 
  ・トミカとのコラボで街づくりコンテストなど、楽しいイベントの開催 
  ・砂遊びと建コンの現場のつながりを知ってもらう展示（テーマパークのような） 
  ・イベントの様子などをネット配信、拡散してもらう 
   →個人情報への配慮が必要。 
○その他 
・子供だけでなく、親や先生にもPRしていく必要がある 
・建コンの魅力について再整理する必要あり。また、異業種などいろいろな視点から建コン業界の魅力につ

いてヒアリングしたい。 
  ・他業界等（土木学会、日本建設業連合会）の実施状況を整理し、コラボや他がしていないことをしてはど

うか 
 上記の意見をもとに、次回会議で具体策を検討する。 

 
（2）テーマ②生産性向上について 
  ・生産性が高い…少ないコストで大きな結果（短時間×少人数×難易度高いもの） 
 ○個人スキル向上 
  ・講習会、交流会の実施（モチベーション向上や離職者減少対策として） 
  ・技術部会実施の講習会への参加促進 
   →広島以外へのweb配信、サテライト研修（本部はDVDを配布している）。 
  ・社員の意識改革 
  ・発想力・アイデア力を養う講習会等 
 ○時間効率化・労働体制改革 
・他業界における効率化の事例収集 
・IT・AIの導入 

  ・分業化 
  ・ノー残業デーや有給消化等の施策をトップダウンで実施 
   →各社の経営層との意見交換。 
  ・テレワークの実施 
   →セキュリティの問題あり。発注者と一緒に考えていく必要あり（TV会議システムの導入による会議の削

減等）。 
  ・フレキシブルタイムの導入（週間で調整） 
  ・集中タイムの導入（客先からの電話対応をしない時間） 
 ○発注者と協力 
  ・ウィークリースタンス（月曜日を期限にしない、水曜日は定時帰宅、金曜日に依頼しない）の実施 

→中国支部も要望を出しており、今後浸透すると思われる。 
  ・仕事量の調整・金額等について協定を結ぶ 
   →逆にこちらが苦しくなる可能性も。 
○労働力増加 
  ・女性社員増加（職場の雰囲気改善） 

→女性の働きやすい職場環境の整備（社内託児所等） 
・再就職支援 

 
 ○ミス・手戻り防止 
  ・（総務部会山中委員）チェックする時間、組織運営の中で改善される項目がないか 
 上記の意見をもとに、次回会議で具体策を検討する。 
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５．今後の活動について（桑田） 
（1）大学訪問に関して（來山総務部会長） 
 ・リクルート活動（資料）のとおりプレゼンを実施する予定（呉工専はなしに変更）。 
・対象は学部3年生及び大学院1年生、全員参加か自由参加かは訪問先による。 
・各校に本メンバーから1名同行してもらいたい。 
→鳥取大学へは笹間さんが同行する予定。残りの訪問先への同行者については後日調整。 

  
（2）合宿に関して 
 ・本部メンバーとの意見交換やグループディスカッション、各支部の取り組み紹介などを行う予定。 
・日程は昼～夕方。夜は懇親会。 
・中国支部の会員企業からも参加者を公募する。近畿支部では 100 名程度で実施したが、それよりは小規模に
なるだろう。 

 →開催決定。今後詳細企画。 

  
（3）活動グループ決定（○：リーダー） 
 ①業界PR  ：○杉原、浅野、八田、坂本、森 
 ②生産性向上 ：○天野、若松、長松、笹間、久場、船本 
 ③合宿    ：○木俣、井藤、小田 

 
・次回会議は4月に実施予定。 

 
６．その他（桑田） 
 ・本会議は建設コンサルタンツ協会のCPDに登録可能。 
（形態内容：委員会への出席、エビデンス：議事次第及び参加者一覧）。 

 
 

以 上  
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建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第3回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成29年4月21日（金）13:30～17:00 
【場 所】日本技術士会中国本部会議室 

（〒730-0017 広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階） 
  記 

録
長松 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

 

総務部会 

事務局 

■小田 優佳、■浅野 拓馬、■若松 恭一、■八田 将希、■長松 寛泰、 

■井藤 理一朗、■高木 一毅、□千野 駿也、■笹間 将平、■杉原 成満、 

■桑田 志保、■久場 貴博、□坂本 弘樹、■木俣 圭佑、■船本 洋司、 

■河内 健、■天野 佑介、■森 三千浩 

□來山 尚義、□山中 俊二、□河野 清 

□長岡 隆 

          出席者 １６名 

【配布資料】 議事次第 

資料-1   参加者一覧 

資料-2   前回議事録 

資料-3   リクルート活動報告 

資料-4   本部若手の会全国大会資料 

参考資料  全国大会用意見聴取 

【議事内容】（以下、敬称略） 

１．自己紹介（河内） 

 
２．リクルート活動報告・・・資料-3参照 

・2016年1～2月に開催されたリクルート活動（業界説明会）のうち、若手技術者の会が同行した6箇所につい

て報告を行った。 

・説明用資料がわかりにくい、対象としては就職活動前の3年生が好ましいという意見が多かった。 

・業界説明であれば開催時期はもっと早い時期でも可能ではないかという意見が出た。また、業界として大学・

高専へインターンシップの募集をかけてみてはどうかとの意見が挙がった。 

・高専での説明の際に就職後の処遇等について心配する声が挙がってきており、卒業生を例にモデルケースを示

すことでイメージがつきやすいのではないかとの意見があった。 

 

３．第１回建コン若手技術者全国大会報告（杉原）・・・資料-4参照 

・2017年4月7日に開催された全国大会について報告を行った。 

・今後の展開については5月18日開催予定の本部若手の会で検討する。 

 

４．各WG活動 

 ・各WGで討議を行い、活動内容について発表を行った。 

（１）合宿WG 

・開催日：10月27日（金）～28日（土） 

 ・会場：第1候補：広島市まちづくり市民交流プラザ、第2候補：広島県立総合体育館 

 ・懇親会：お好み村（お好み焼き体験） 

 ・テーマ、各支部・本部の参加者、宿泊先については今後調整する。 

（２）業界PRWG 

 ①業界説明資料の改善 

 ・業界説明資料をより分かり易くするため、中国支部若手技術者の会版の説明資料を作成する。 

 ②PR動画（建コンが本気で〇〇をしてみた） 

・③の体験学習を若手技術者の会メンバーが実施した動画を撮影し、HP等で紹介する。 

③子どものあそび場体験学習 

 ・小学生を対象に建コンの仕事を遊びながら学んでもらう。期間は夏休みを考えている。 
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・パスタ（もしくは段ボール）ブリッジコンテスト、マシュマロチャレンジ、砂山トンネル、ペットボトル雨量

計、マジックロードカーによる都市計画（＋GoPro） など。 

 ・土木学会や技術士会中国本部青年技術士交流委員会との共催が可能か検討する。 

（３）生産性向上WG 

・生産性向上に関して各社の取り組み状況を整理するとともに、他業種の取り組み事例を収集する。 

・上記を踏まえ、中長期的な取り組みも視野に入れて具体的な活動内容について検討を行う。 

 ・発注者協議におけるWeb会議の導入について検討を行う。 

・生産性向上に関する講習会の開催、経営者との意見交換会などの実施を検討してはどうかという意見が出た。 

 
５．その他（桑田） 
 ・次回全体会議は6月に実施予定。 

 ・予算確保が必要なものに関しては、企画書を作成する。 

 ・転勤等に伴い、小田優佳、千野駿也（後任：選定中）、船本洋司（後任：河内健）の3名が退会する。 

  
以 上 
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建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第4回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成29年6月23日（金）13:30～17:00 
【場 所】日本技術士会中国本部会議室 

（〒730-0017 広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階） 
  記 

録
笹間 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

 

総務部会 

事務局 

■浅野 拓馬、□若松 恭一、■八田 将希、■長松 寛泰、■井藤 理一朗、 

■高木 一毅、□江口 憲、■笹間 将平、■烏田 晃平、□大羽 裕之、 

■杉原 成満、■桑田 志保、■久場 貴博、□坂本 弘樹、■木俣 圭佑、 

■河内 健、■天野 佑介、□森 三千浩 

■來山 尚義 

□長岡 隆 

          出席者 １4名 

【配布資料】 議事次第 

資料-1  参加者一覧 

資料-2  前回議事録 

資料-3  本部若手の会資料 

資料-4  東北合宿資料 

資料-5  生産性向上WG資料 

【議事内容】（以下、敬称略） 

１．自己紹介（烏田） 
  生産性向上WGに配属 

 
２．本部若手の会報告（桑田）・・・資料-3、4参照 

1）2017年5月18日に行われた本部若手の会の報告 

・今後の方針としては、①広報WG、②アクションWG、③支部連携WGに分かれて活動していく。 

 ①広報WG：メルマガ、フェイスブックの運営、ポータルサイトの構築を行う。 

 ②アクションWG：3changeに向けたアクションを検討、実行する。（例：経営者との座談会等） 

 ③支部連携WG：各支部との連携、ガバナンスのあり方を検討、実行する。 

2）2017年6月2～3日東北支部交流会の報告 

 

３．各WG活動 

 ・各WGで討議を行い、活動内容について発表、質疑を行った。 

（１）合宿WG 

・開催日：10月27日（金）～28日（土）を予定している。 

・会場：ひろしま市民交流プラザを予定 

・内容：27日 

 ⅰ）交流会 

・本部若手の会の活動紹介、各支部の活動紹介：本部委員 

・中国支部の活動紹介：各WGリーダー 

・グループディスカッション：テーマは生産性向上、業界PR 

ⅱ）懇親会：広島市内で検討中 

28日 

    ⅰ)現地見学会 安佐南区8.20土砂災害現場を検討中 

      →太田川河川事務所から了承を得る必要があるため、まずは総務部会に企画書を提出し、総務部会

経由で依頼をしていただけないか打診。 

移動手段、ヘルメット等の手配を検討中。 

    ⅱ)昼食：お好み焼き共和国でのお好み焼き体験 

     →（來山）支部長等への声掛けを検討すること。 
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      ⇒他の支部での交流会では声掛けしたが出席はされていない。 

→（來山）梅林の復興後援会でも現場見学や体験談の講演等は可能。 

復興後援会でもお好み焼きを食べることも可能。ヘルメットを借りることができ、見学可能な場

所もあり長靴は必要なし。参加時は梅林駅に現地集合。見学会参加時の資料が残っていれば提供

する。社有車を使う場合は会社との調整を十分注意すること。 

・予算：本部費用（会場費）＋参加費でまかなう予定。 

・参加者：27日：50名程度（本部委員20名程度、中国支部委員18名、中国支部会員12名程度） 

28日：40名程度（本部委員20名程度、中国支部委員18名）を予定。 

・PR：交流会のPRとしてポスターを作成する。 

（２）生産性向上WG 

 ①アンケート調査結果 

 ・アンケート結果より興味を引かれた事例に対しての聞き取り。紹介。 

  →「youthtalk 若手社員プレゼン大会」：若手中心に発足。生産性には直接の関係は明確ではないが、大会を

きっかけに、プロジェクトチームの立ち上げ等の実績がある。 

  →「業務効率化表彰」：各部からの申請のうち審査を通し、表彰。基準があいまいなため近年申請なし。 

  →「技術アシスタントの確保検討」：概ね社員1人に対し、技術アシスタントを1人配置し、作業量の減少を

図っている。 

 ・ノー残業デーは各社実施しているが、問題点があるため、今後は解決に向けた検討を行う。 

 ・合宿でテーマとして挙げるのであれば、全国（本部）の方のアイデアも頂きたい。 

 ・他業種の取り組み事例を収集する。 

 ②Web会議 

  ・発注者のメリット等について、引き続き検討を行う。 

   →（來山）協議回数が多い要因は受発注者どちらにあるのか？どういう打合せだったら Web 会議を導入で

きそうか？などを整理をしておいてほしい（中国支部として発注者と協議する機会があれば、議題に挙

がる可能性があるため）。 

（３）業界PRWG 

①子供を対象とした体験学習 

 ・8月7日の土木学会の実験教室に参加予定。（業界PRWGメンバーを予定） 

  ・中電技術のパパママ迎えに来たdayで子供を対象に試行的にイベントを行えるか、会社に打診予定。 
  ・今年度は他団体のイベントに参加し、来年度の実施内容を計画する予定。 
   →（來山）防災委員会や地域計画委員会が小学校の出前講座なども実施している。検討してはどうか。 
 ②リクルート用業界説明資料作り 
  ・現在の本部資料は著作権等の関係で変更できないため、別途、若手目線で魅力がわかるものを作成したい。 
   →（來山）現在の本部資料について抜粋利用することが可能か本部に確認中。リクルート活動は 10 月～3

月頃で開催予定。できれば若手技術者中心に説明してほしい。 
 ・10月頃の説明会に合わせ、9月末頃に向け第一弾を作成。 

 ・11月10～11日に建設技術フェアが開催される。出展は進捗等含めて検討。 

 

４．その他（桑田） 
 ・次回全体会議は1か月後に実施予定。日程は別途調整。 

 ・予算確保が必要なものに関しては、企画書を作成する。 

 ・千野駿也の後任に江口憲、新規に烏田晃平、大羽裕之の3名が入会。 

  
以 上 
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建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第5回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成29年8月2日（水）13:30～17:00 
【場 所】復建調査設計株式会社（広島市東区光町二丁目10-11） 

  記 

録
浅野 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

 

総務部会 

事務局 

■浅野 拓馬、■若松 恭一、□八田 将希、■長松 寛泰、■井藤 理一朗、 

□高木 一毅、□江口 憲、■笹間 将平、■烏田 晃平、■大羽 裕之、 

■杉原 成満、■桑田 志保、■久場 貴博、□坂本 弘樹、□木俣 圭佑、 

□河内 健、■天野 佑介、■森 三千浩 

■來山 尚義 

□長岡 隆 

          出席者 １3名 

【配布資料】 議事次第 

資料-1  参加者一覧 

資料-2  前回議事録 

資料-3  本部若手の会（第20回定例会＋α）資料 

資料-4  業界PRWG資料 

資料-5  合宿WG資料 

【議事内容】（以下、敬称略） 

 

１． 新メンバー紹介（大羽） 

⇒ 江口、大羽は【業界PRWG】に配属決定。 

 
２． 本部若手の会の報告（若松） 

（１） 以下3つのWGにおいて活動中。 

1） 広報WG 
・メルマガ配信、アンケート調査の実施等。 
・建コンポータルサイト（HP）を作成中（資料-3 P8～）。12月末までに作成予定。 

2） アクションWG 
・今年度の具体的なアクションについて検討を行っている。（資料-3 P20～） 
・次回本部若手の会（8/21）にて、パシフィックコンサルタンツ(株)社長（元・建コン会長）を招き、
座談会を開催予定。 
 ⇒ 参加希望者は若松まで連絡。 

3） 支部連携WG 
・各支部との連携方法や本部ガバナンス機能の方向性を検討中。 
・中国支部の窓口は若松が担当。 

（２） その他 

・テーマソング「MOVEMENT」：既にユーチューブにアップされているので、チェック！ 
・次回本部若手の会（8/21）にて、合宿について現状報告を行う。 

 
３． 各WG活動 

（１） 合宿WG 

以下、現状報告（資料-5 P47～）。 
・会場は「広島市まちづくり市民交流プラザ」に決定（予約済み）。 
・タイムスケジュールにおいて、生産性向上WGの要望により、《中国支部における取り組み紹介》の
時間を15分から20分に変更。 
・一日目の参加人数は、本部若手の会20名、中国支部18名、その他公募20名を予定。 
・二日目の現地見学会の参加は本部若手の会 20名、中国支部 10名（後日調整）の予定。内容につい
て、「復興交流館モンドラゴン」へ問い合わせをしたが反応がないため、総務部会より企画書案の了
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解がとれ次第、太田川河川事務所へ連絡。 
・合宿パンフレットの素案が完成。⇒ 後日、総務部会で確認する（來山）。 
 ⇒8/8：企画書案について支部長確認済 

（２） 生産性向上WG 

・以前、中国支部内で実施したアンケート調査結果をもとに議論を進めた。 
1） 技術アシスタントの検討 
・派遣や育成組織について、CAD技術向上、アシスタントは建コン業界専用なのか 等。 

2） 業務効率化表彰について 
・各社社内表彰の選定基準等に関するアンケート調査（中国支部メンバー内）を実施したい。 
・詳細は、後日メール等にて連絡する。 

3） その他、今後議論を進めたい内容 
・ノー残業デーの徹底について 
⇒ 中国合宿グループディスカッションでは、これをメインテーマとして進めたいと考えている。 
⇒ 8/21の本部若手の会にて報告するため、タイトルを連絡してほしい（桑田）。 
⇒ 8/8：タイトルは元のまま（生産性向上における課題と解決策） 
・他業種の生産性向上に関する事例収集を実施したい。 
・Web会議について今後検討を実施する。 

（３） 業界PRWG 

1） リクルート資料の作成 
・視覚的に建コンの魅力が伝わるような資料を作成する。建コンで働く若手社員にスポットをあて、

各若手社員のキャリアステップや思い等をまとめる（素案は作成済み）。 
 ⇒ まずは、業界 PRWGメンバーの紹介資料を作成し、最終的には中国支部全員の紹介資料を

作成したいと考えている。 
・リクルート活動の際、持ち時間が60分の場合はその内の20～30分程度、若手で話をしてほしい
と考えている。リクルート活動は、10月頃より各方面と調整を進めて行く予定（來山）。 

2） 子ども向けイベント実施に向けた知見収集活動 
・土木学会主催夏休みイベントへ参加（資料-4 P38～） 
⇒8/21土木学会主催の夏休みイベントに、桑田、杉原、森、浅野がお手伝いという形で参加する。 
・パスタブリッジコンテストの模型実験（資料-4 P46～） 
⇒中電技術コンサルタントが 8/23に開催する「パパ・ママ迎えに来たDAY」内で、パスタブリ
ッジコンテストを実験的に実施する（中電技術コンサルタント了承済）。 
⇒本日実際に時間をはかり作成してみたが、予定している時間（60分）では短すぎるということ
が分かった。材料を事前に切っておくなど工夫が必要である。 
⇒参加希望者は8/9までに杉原に連絡する。 

 
※ 情報共有（來山） 
・事務局長岡さんより、道の駅にPRブースを出展しないかという話をもらった（場所やブースの詳細
等は不明）。 
・六本木フジフィルムビルや川口道の駅で、臨時展示（建コンフォト賞などの展示）を行ったことがあ

る。 

 
４． その他 

（１） 「建設技術フォーラム2017in広島」について 
・11月10～11日に広島中央公園にて開催。 
・建コン協会で数ブース確保するため、若手技術者の会で出展するという意向があれば、お盆明けくら

いまでに、意思表示をしてほしい。出展料が10万円/1ブースであり、予算的に1ブースは難しいた
め、半ブースの出展となる予定である。（來山） 
⇒生産性向上WGよりも業界 PRWGの方が、比較的趣旨にあっていると思われるため、出展する
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かどうか検討する。 

 
（２） 次回全体会議について  

⇒ 9月初旬～中旬に実施予定。日程は別途調整。 

 
以 上 
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建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第6回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成29年9月13日（水）13:30～17:00 
【場 所】中電技術コンサルタント（広島市南区出汐二丁目3-30） 

  記 

録
井藤 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

 

総務部会 

事務局 

防災委員会 

■浅野 拓馬、■若松 恭一、■八田 将希、■長松 寛泰、■井藤 理一朗、 

□高木 一毅、□江口 憲、□笹間 将平、■烏田 晃平、■大羽 裕之、 

■杉原 成満、■桑田 志保、■久場 貴博、■坂本 弘樹、■木俣 圭佑、 

■河内 健、■天野 佑介、■森 三千浩 

■來山 尚義 

□長岡 隆 

■青原 啓詞 

          出席者 17名 

【配布資料】 議事次第 

資料-1  参加者一覧 

資料-2  前回議事録 

資料-3  建コン中国支部防災委員会出前講座資料 

資料-4  本部若手の会(第22回定例会)資料 

資料-5  合宿WG資料 

資料-6  生産性向上WG資料 

資料-7  業界PRWG資料 

【議事内容】（以下、敬称略） 

 

５． 建コン中国支部防災委員会出前講座について（青原委員長） 

（１） 出前講座への協力について 

   ⇒出欠についてとりまとめる(杉原) 

 
６． 本部若手の会の報告（若松） 

（１） 以下3つのWGにおいて活動中。 

1）広報WG 
・建コンポータルサイト（HP）を作成中。10/27の若手技術者交流会 in中国でリリース予定。 

2）アクションWG 
・「若手社員のしごと観」に関する実施調査を実施。 

3）支部連携WG 
  ・活動方針、活動内容(案)について検討中。 

（２） その他 

・(仮称)建コンアカデミアの開校～経営者座談会～ 
メルマガにて議事録を配信されるので、チェック！ 

 
７． 各WG活動 

（１） 合宿WG 

・公募：現時点では1名のみ応募あり（募集：20名）。各社へ通知を再依頼する。 
  ⇒公募用パンフレットを再送（9/14送付：桑田） 
 ⇒公募者用にアンケートを作成（木俣） 
・本部参加者：支部代表者を含め、現時点で22名参加予定 
・支部参加者確認 
 ⇒1日目：全員参加、2日目：合宿WG以外では長松(宿泊希望)、坂本が希望。 
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（２） 生産性向上WG 

1）合宿での発表内容について 
・残業対策アンケート結果（ppt）について報告する。 
⇒グループディスカッションでのテーマ提供（本部メルマガでも紹介予定） 
「No残業Dayの形骸化」 

・共同派遣会社の設立による技術スタッフの確保について（検討中） 
      ⇒議論が詰まっておらず、支部の意見として提示するのは時期尚早ではないか？ 
      ⇒WGの一案として提示（見せ方要注意） 

2）その他、今後議論を進めたい内容 
・Web会議についてメリットデメリットを整理する。 

（３） 業界PRWG 

1）夏休み土木実験教室（8/7(月)、主催：土木学会）への参加報告 
・桑田、杉原、森、浅野が参加。 
・今後の子供向けイベント企画の参考となったが、事前準備等が大変なため、実施内容については要検

討。 
2）パスタブリッジコンテスト（8/23(水)、主催：中電技術コンサルタント）の開催報告 
・桑田、杉原が参加。 
・時間配分等について、要検討。 

3）リクルート資料の作成について 
・若手技術者紹介用pptを作成中。 

4）建設技術フォーラムでの出展内容について 
・開催日：11/10(金)～11(土) in 広島中央公園 
・ポスター展示（A1縦）は以下の4枚 
・各支部の紹介：業界PRWG 
・若手技術者交流会 in中国の開催結果：合宿WG 
・生産性向上WGの活動紹介：生産性向上WG 
・CIMにからめた内容：業界PRWG 

  ⇒ベースを作成するので、WG毎にポスターを作成する。 
・各支部の紹介や若手技術者紹介用pptを動画で流す。 

4) 合宿での発表内容について 
・今までの活動内容（就活生向け、子供向けのPR活動）と今後の活動について紹介し、グループディ
スカッションで意見徴収する。 
・今後の活動内容(案)：検討中 
・オープンキャンパス 
・キッズシティ広島への参加 
・中学生向けのインターシップの受け入れ（広島市が主催） 
・小学生向け夏休み自由研究教材の作成 

 
８． その他 

（１） 次回全体会議について  
⇒ 10/17(火)13:30～、実施場所は別途調整。 

 
以 上 
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建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第7回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成29年10月17日（火）13:30～17:00 
【場 所】荒谷建設コンサルタント（広島市中区江波本町4-22） 

  記 

録
 八田 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

 

総務部会 

事務局 

■浅野 拓馬、■若松 恭一、■八田 将希、■長松 寛泰、■井藤 理一朗、 

□高木 一毅、□江口 憲、■笹間 将平、■烏田 晃平、■大羽 裕之、 

■杉原 成満、■桑田 志保、■久場 貴博、■坂本 弘樹、■木俣 圭佑、 

■河内 健、■天野 佑介、■森 三千浩 

□來山 尚義 

□長岡 隆 

          出席者 16名 

【配布資料】 議事次第 

資料-1  参加者一覧 

資料-2  前回議事録 

資料-3  本部若手の会(第23回定例会)資料 

資料-4  合宿WG資料 

資料-5  業界PRWG資料  

【議事内容】（以下、敬称略） 

 

９． 本部若手の会の報告（若松） 

（１）広報WG 
 ・今年度内のスケジュールについて説明。他支部の執筆担当者を増やし、他支部との連携を図る予定。 
 ・Facebookの新規登録者の増加が課題。 

（２）アクションWG 
 ・グッドアクションへの応募について説明。 
 ・若手の仕事観アンケートについて、合宿で伊藤代表から発表予定。 
 ・10/27の中国合宿にてHPリリース予定だったが間に合いそうにない。 

 
１０． 交流会内容確認（桑田） 

・公募は全体で23名となり、交流会全体では67名が参加予定である。 
10月27日(金) Day1 
・第7回資料にタイムスケジュールを示している。中国支部メンバーは、当日12時集合とし会場準備や
受付準備を行う。 
・交流会の司会進行や写真係は、基本的に合宿WGメンバー（木俣・桑田・伊藤・高木）で行う。 
・中国支部の活動パワーポイントの締め切りは10月20日とする。なお、当日資料の配布は行わない。 
・グループディスカッションに必要な物は、準備済みである。（用紙・マジック・付箋等） 
他に必要なものがあれば連絡してほしい。 

10月28日(土) Day2 
・基本的な流れはスケジュール通りであり、服装は動きやすい恰好とする。 
・雨天の場合は現地見学ではなく、会議となる。会場を抑えているが、天候が不明なため料金未払いと

なる可能性がある。そのため、雨天となった場合は中電技術コンサルタント（広島市南区）で会議を

行う。雨天時のスケジュールは伊藤代表に話を通しているため問題なし。 

 
１１． 各WG活動 

（１） 合宿WG 

・タイムスケジュールの再確認 
 CPDは懇親会後ではなく、交流会終了後に受付にて配布（桑田） 
・合宿後について 
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 合宿WG後の今後の活動を改める必要がある。生産性・業界 PRのどちらかに移動することも考え
られるが、新しいWGの立ち上げを行う方向で検討中（広報企画WGなど）（木俣） 
 ⇒次年度の予算申請の関係もあるため、次回会議にて合宿および建設フォーラムの報告を実施すると

ともに、次年度のアイデア出しを実施する。総務部会にも出席いただく。（桑田） 

 
（２） 生産性向上WG 

・WEB会議 
      発注者との会議を対象とし、実現にむけての課題（メリット・デメリット）を整理する。一度、中

国地方整備局との話し合いを行い、発注者の意見を聞きたい。（若松） 
 ⇒意見がまとまれば、総務部会を通しての調整は可能（桑田） 
・業務評価について 
 アンケート調査で行った業務評価について詳細に検討する。内容は未定。（久場） 

 
（３） 業界PRWG 

・合宿での議題 
 イベント等を行った後の拡散方法を議論テーマとする。良い案が出れば採用する見込み（杉原） 
・建設フォーラムについて 

      内容は若手の会の活動報告、ハンディースキャナー、CIMを用いた事例の3点とする。当日のポス
ターのデータを11月8日(水)までに杉原に送付。参加メンバーは業界PRメンバーが基本となる。（杉
原） 

       ⇒他支部の活動を中国支部で報告することについて、他支部の総務部会から疑問が上がっている。
他支部の代表からは了承を得たが、総務部会への説明が必要となる。（若松） 

      ⇒当日まで時間が限られているため、他支部の活動ポスターはなしとする。（杉原） 
      ⇒今回は時間の関係上、見送ったが、同様のことが今後も発生すると考えられる。本部若手の会の

支部連携WGが全体の調整を行ってほしい。（桑田） 
       ⇒了解。今後の支部間の連携に関わることなので、本部へ持ち帰り検討する。（若松） 

 
１２． その他 

（１） 次回全体会議について  
⇒11月中旬で調整、実施場所は復建調査設計。 
内容：合宿・建設技術フォーラムの報告、次年度のアイデア出し 
⇒12月の会議を今年度最終とし、次年度活動に関するプレゼン大会とする。 

（２） その他 
・名刺について 

中国支部若手の会の活動時に、若手の会をアピールする方法として名刺を作成してはどうか（天野） 

⇒総務部会に確認する。（桑田） 
⇒市販の用紙に各自印刷する方法で了承を得た。デザイン(案)について確認中。（10/23：桑田） 

 
 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考-18 

中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第8回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成29年11月28日（火）13:30～17:00 
【場 所】復建調査設計株式会社 別館6階奥会議室 

（〒732-0052 広島市東区光町2丁目10-11） 
  記 

録
坂本 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

総務部会 

 

 

HP ﾘﾆｭｰｱﾙ検討委員会 

事務局 

 

■浅野 拓馬、□若松 恭一、□八田 将希、■長松 寛泰、■井藤 理一朗、 

□高木 一毅、□江口 憲、■笹間 将平、■烏田 晃平、■大羽 裕之、 

■杉原 成満、■桑田 志保、□久場 貴博、■坂本 弘樹、■木俣 圭佑、 

□河内 健、□天野 祐介、■森 三千浩 

■來山 尚義、■山中 俊二、■河野 清、□岡本 和也、□杉山 文敏、 

■香川 昭之介、□宇髙 了介 

■津田 陽平 

□長岡 隆 

          出席者 １６名 

【配布資料】    議事次第 

資料-1   参加者一覧 

資料-2   前回議事録 

資料-3   中国支部HPについて 

資料-4   中国支部活動経過報告 

資料-5   交流会報告資料 

資料-6   建設技術フォーラム出展報告資料 

資料-7   生産性向上についての参考資料 

その他   建設コンサルタンツ協会HP編集についての資料 

【議事内容】（以下、敬称略） 
３． 中国支部HPの検討状況及び運営方法の説明（HPリニューアル委員会 津田氏） 
・HPの更新について、操作方法を説明。若手技術者の会所属委員が更新できるよう ID及びPWを配布。 
・現段階では更新における自由度が少ない上、添付ファイルの容量制限が8MBなど、課題が残る状態。 
⇒1月31日の役員会で現時点でのHPの成果報告を行い、2月より公開予定。（來山） 

 
４． 活動経過報告 
（1）若手技術者交流会 in中国の実施概要（木俣） 
 ・10月27日（金）～28日（土）に交流会及び現地見学会を開催。（参加者：交流会60名、現地見学会26名） 
  ・交流会は生産性向上、業界PRについて議論。現地見学会は8.20広島土砂災害の復旧現場を見学。 
   ⇒交流会は好評であったが、テーマが難しいとの声もあったため、今後の課題となる。 

⇒結果としては目新しい意見は無かったが、メンバーにとっての意識向上につながり、良い刺激となった。 

 
（2）若手技術者の会 一年間の活動報告（桑田） 

  ・今年の活動を説明 
⇒今後は来年度の活動内容を決め、予算を検討する。 

 
（3）建設技術フォーラム2017in広島での出展（杉原） 
・11月10日（金）～11日（土）に広島中央公園で開催された建設技術フォーラム2017in広島に若手技術者
の会として出展。 

  ・来場者の割合は業界関係者が多く、親子、学生等一般の来場者は少なかった。 
  ・展示内容は土木実験の紹介、i-con関連の技術紹介、ポスター、リクルート用に作成した若手技術者紹介の

スライドによる活動紹介を行った。 
⇒モニター、ポスターの展示物が見づらく、活動内容の説明が消極的であった。 

  ・業界PRWGがメインターゲットとする学生、保護者の来場が少なく、対象へのPR活動が効果的ではない。 



 

参考-19 

中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

  ・2日目は土木実験の実演を実施し、わかりやすいと好評だった。 
  ・来年の出展については検討が必要。 

 
３．全体討議：次年度の活動内容について 
（1）生産性向上WG（副代表代理補佐：長松） 

 （残業削減のための解決策について） 
  ・今まで議論に挙げてきた派遣のアシスタント育成、確保は実現困難であり、多くの課題が残るため、打ち

切りとする。 
・講師を招き、生産性向上をテーマとした講演会を実施。 

   ⇒時期は10～11月頃、テーマや受講対象者等、検討が必要である。 
   ⇒会場費、講師の謝金が発生するため、予算申請が必要となる。交流会で作成した会場費のリストを木俣

から提供してもらうこと。（桑田） 
 （表彰制度について） 
  ・表彰制度以外で社員のモチベーション向上への取り組みがあるか、他業界も含めアンケート調査を実施。 
   ⇒結果を各社に提供し、紹介する。 
 （Web会議について） 
  ・まずはメンバー間で実施し、メリット、デメリットを整理 
・社内、対協力会社、対発注者と段階を踏みながら実施し、課題を整理する必要あり。 

   ⇒中国地整内ではWeb会議が一部で実施されている。意見交換を実施してはどうか。（杉原） 
   ⇒中国地整との意見交換会は来年度実施することを目標。そのためにも会議のレベル、課題を整理し準備

をする必要がある。（長松） 

  
（2）業界PRWG（杉原）  

  ・4～6 月：建コン業界での交流会実施。土木実験についてアイディア募集を行い、6 月実施予定の交流会で
実演、HPに公開しPR。 

  ・8月：夏休み中の子供たちを対象としたイベント（パスタブリッジコンテストを想定）開催（予算：¥30,000-） 
  ・9月：ひろしまキッズシティへの参加。子供たちを対象に街づくりをテーマにPRを実施（予算：¥80,000-） 
  ・10～11月：土木業界の若手職員を含めた交流会の実施（対象：建コン、土木学会、技術士会等）。土木業界

のPR方法について検討する。交流会実施に向けて、4～5月に技術士会青年部会や土木学会とプ
レ意見交換を実施。 

  ・12月～：リクルート活動 
  ⇒建設技術フォーラムへの出展は行わない。他にオープンキャンパスへの参加、土木の日にレゴを使ったイ

ベント開催案が挙がったが、要検討。PRWG内で班を分割し、担当を決めていくことも検討。 

 
４．その他（桑田） 
 （防災委員会出前講座について） 
  ・以下のとおり防災委員会主催の出前講座があり、2～3名の協力要請あり。 
    ・12月18日（月）10:45～12:00 三入小学校（対象：小学6年生） 
     ⇒参加者；桑田、木俣、（杉原） 
 （リクルートについて） 
  ・今年度のリクルートの予定は以下のとおり。参加者については別途調整する。 
    ・1月23日（火） 8:50～10:20 松江高専 
    ・1月24日（水）10:15～11:45 島根大学 
  ・業界PRWG以外のメンバーは、リクルート用の若手技術者紹介資料（パワーポイント）を作成し、提出す

ること。（提出先：浅野） 
   ⇒12月中に提出された資料は1月のリクルート資料に反映することとする。 
  ・リクルート用資料の印刷費については、確認し、追って連絡する。 
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 （次回開催について） 
  ・日程、内容については別途調整する。 

    
 

以 上 
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中国支部若手技術者の会 平成29年度活動報告書 

建設コンサルタンツ協会 中国支部 総務部会 若手技術者の会

第9回 若手技術者の会 議事録 

【日 時】平成29年12月21日（木）13:30～17:00 
【場 所】日本技術士会中国本部会議室 

（〒730-0017 広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階） 
  記 

録
大羽 

【出席者】 
■:出席 

□:欠席 

若手技術者の会 

 

 

 

 

総務部会 

事務局 

■浅野 拓馬、■若松 恭一、□八田 将希、■長松 寛泰、□井藤 理一朗、 

■高木 一毅、□江口 憲、■笹間 将平、■烏田 晃平、■大羽 裕之、 

■杉原 成満（WEB会議）、■桑田 志保、□久場 貴博、□坂本 弘樹、 

■木俣 圭佑、■吉岡 隼也、□河内 健、■江刺 広紀、■天野 佑介、 

■森 三千浩 

□來山 尚義 

□長岡 隆 

          出席者 １4名 

【配布資料】 議事次第 

資料-1  参加者一覧 

資料-2  前回議事録 

資料-3  防災委員会出前講座資料 

資料-4  本部若手の会（第24回定例会）資料 

資料-5  平成29年度活動報告書 

資料-6  平成30年度活動計画 

【議事内容】（以下、敬称略）   

１．自己紹介（吉岡、江刺） 

 ・江口（後任：選定中）、久場・坂本（後任：吉岡）、河内（後任：江刺）の4名が退会 

 ・吉岡、江刺：生産性向上WGに配属 

 
２．活動報告 

（1）12/18（月）：防災委員会出前講座（木俣）・・・資料-3参照 

・三入小学校の6年生を対象に実施。災害の説明及びハザードマップ作成。 

⇒説明の後半部分が専門的で難しい。また、説明時間（45分間）が長く、集中力が持たない子供がいた。 

⇒ハザードマップ作成の自宅位置を記入する際に、地図の縮尺が小さく時間がかかったため、あらかじめ

自宅を図面に書き込んでもらう等の工夫が必要である。 

（2）12/1（金）：本部若手の会（若松）・・・資料-4参照 

  ・広報WG 

  ⇒ポータルサイト開設が予定より遅れている。1月に新しい情報が入り次第、随時報告。 

⇒メルマガの添付資料を外部サイトの URL 参照としていたが、セキュリティの関係上、アクセスできない

会社があるため、ポータルサイトへの掲載等の対策を立てる必要がある。 

  ・アクションWG：今までの議論を基に本部宛に「要望と提案」を整理。１月に総務部会に提出。 

  ・本部若手の会は建コン協会の表彰制度に申請予定 

⇒支部若手技術者の会も申請できないか（確認）。 

 

３．全体討議：次年度の活動内容について 

（1）生産性向上WG 
 ①生産性向上に関する講演会の実施 

  ・対象：中国支部の会員企業 

  ・スケジュール：4～5月 講師とテーマ決定、6月 具体的な活動決定、10～11月 講演会開催 

 ②社員モチベーションアップに関する事例収集 

  ・スケジュール：4月 事例収集、アンケート作成、5月 アンケート実施（事務局から会員企業に送付）、 

6月 アンケートとりまとめ、年内にアンケート結果公表 
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 ③WEB会議の導入検討について 

  ・国交省若手組織に参加する中国地整職員との協議を予定。 

  ・スケジュール：4月 ビデオ会議・WEB会議等のメリットデメリットのまとめ 

5～7月 ヒアリング案の決定、国交省と協議の調整 

8月 意見交換の実施（国交省若手組織に参加する中国地整職員） 

（2）業界PRWG 
 ①土木実験教室アイディアコンテストの開催：6月末開催（担当：◎杉原、浅野、高木） 

  ・会場：復建調査設計会議室（確認中） 

  ・スケジュール：4月 ビラ作成、会場決定、4月末～6月上旬 アイディア募集、 

          6月中旬 材料等の準備、6月末 交流会形式で開催、 

7月 アイディアとりまとめ（教材としてHPで公開） 

 ②夏休み土木実験教室の開催：8月開催（担当：◎木俣、森、大羽） 

 ・日程： 8月4日（土）、18日（土）、19日（日）のいずれか 

 ・会場：第1候補 広島市まちづくり市民交流プラザ（工作OKを確認済） 

第2候補 東区民文化センター（工作実習室：8/19仮押さえ済） 

 ・対象：親子（1家族2～3人）10組×2グループ 

 ・スケジュール：2月上旬 会場仮押さえ、4月上旬 ビラ作成、5月中旬 広島市教育委員会に提出、 

6月末～7月中旬 募集期間、6～7月 準備、8月 開催 

 ・備考：広島市の市民アカデミー事業の補助申請検討、土木学会及び技術士会の動向を確認（森・木俣）、 

広島市教育委員会への投げ込みが必要なため、早めに企画書を作成する必要あり 

 ③ひろしまキッズシティへの参加：9月中旬参加（担当：◎浅野、杉原、高木） 

 ・内容：ハザードマップの作成、測量・3Dスキャナ体験、土木実験、街づくり など 

 ・スケジュール：4～5月 企画検討、6月上旬 申し込み、6月中旬～9月上旬 説明会・会議等、 

8月上旬～9月中旬 準備、9月中旬 本番 

 ④若手技術者の会の開催：10月末開催（担当：◎森、木俣、大羽） 

  ・他団体（土木学会及び技術士会）との意見交換後に開催日決定 

 ・スケジュール：4月 他団体との意見交換、4月末 会場予約、5月末 事務局会議、6～8月上旬 テーマ

検討ほか、8月中旬 事務局会議、9～10月上旬 参加者募集、10月末 開催 

 ⇒予算案のブラッシュアップ（1月中）、各活動の企画書を作成（4月） 

 
４．その他（桑田） 

（1）出前講座、リクルートの調整 

  ・防災委員会の出前講座、リクルート活動の参加者について調整を行う。（別途連絡：桑田） 

  ・リクルート資料はでき次第、全員に配信。（浅野）                          

（2）本部若手の会「就労環境改善（担い手確保にも関連して）に関する数値目標の指標」について 

  ・1 月 24 日に行われる常任理事会でアイディアを集める為、12 月 28 日までに「就労環境改善」について意

見を募集。現在、男性の育児支援、女性復職率アップ、産休育休の取得率アップ等が出ている。 

（3）今後の活動について 

  ・4月に若手建コンの全国大会の開催が予定されており、支部ごとの1年の活動報告及び活動計画について発

表を行う。4月上旬に参加メンバーの調整を行う。 

 
以 上 

 

 

 


